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―
―
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
学
と
ア
ル
メ
ニ
ア

中
村
唯
史

一
．
は
じ
め
に
―
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
の
周
辺

「
世
界
文
化
へ
の
郷
愁
」

　

詩
人
の
オ
シ
プ
・
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
（
一
八
九
一
―
一
九
三
八
）
が
、
自
分
が
属
し
て
い
た
詩
派
「
ア
ク
メ
イ
ズ

ム
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
れ
は
「
世
界
文
化
に
対
す
る
郷
愁
」
で
あ
る
と
い
う
有
名
な
回
答
を
述
べ
た

の
は
一
九
三
〇
年
代
の
こ
と
だ
。
こ
の
事
実
を
証
言
し
た
ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
（
一
八
九
九
―
一
九
八
〇
）
は
、
残
念
な

が
ら
発
言
の
正
確
な
日
時
と
場
所
を
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
が
１

、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
二
〇
年
代
後
半
の
沈
滞
を
脱

し
た
後
の
『
ダ
ン
テ
に
つ
い
て
の
会
話
』（
一
九
三
三
年
頃
）
を
頂
点
と
す
る
三
〇
年
代
の
詩
的
思
考
の
高
揚
の
さ
な
か

に
、
自
分
の
詩
学
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
刊
行
の
論
集
『
ポ
エ
ジ
ー
に
つ
い
て
』

に
ま
と
め
ら
れ
た
一
〇
―
二
〇
年
代
前
半
の
諸
論
文
の
主
張
を
凝
縮
し
た
か
の
よ
う
な
こ
の
発
言
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

詩
人
の
思
考
が
一
時
的
な
沈
黙
を
経
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
首
尾
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
は
、
同
じ
回
想
の
な
か
で
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
停
滞
を
脱
し
た
き
っ
か
け
が
一
九
三
〇
年
の
ア

ル
メ
ニ
ア
滞
在
だ
っ
た
と
明
言
し
て
い
る
。

　

オ
シ
プ
に
詩
が
甦
っ
た
の
は
、
私
た
ち
が
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
旅
し
た
と
き
の
帰
途
、
チ
フ
リ
ス
に
逗
留
し
た
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。２
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詩
人
は
停
滞
に
陥
っ
て
い
た
二
〇
年
代
後
半
に
ア
ル
メ
ニ
ア
滞
在
を
切
望
し
、
一
度
は
挫
折
し
た
の
ち
、
よ
う
や
く

三
〇
年
に
こ
れ
を
実
現
し
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
彼
に
ふ
た
た
び
詩
的
な
高
揚
が
訪
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
一
事

か
ら
も
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
学
に
と
っ
て
核
心
的
な
ト
ポ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
だ

が
、
で
は
そ
れ
は
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
だ
っ
た
の
か
。
ア
ル
メ
ニ
ア
滞
在
が
詩
人
の
創
造
力
を
甦
ら

せ
た
理
由
は
何
か
。

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
へ
の
批
判

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
体
験
が
最
も
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
を
取
っ
た
の
は
、『
ズ
ヴ
ェ
ズ
ダ
ー
』
誌

一
九
三
三
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
散
文
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行 Puteshestvie v A

rm
eniiu

』
で
あ
る
。
だ
が
滞
在
か
ら
三

年
後
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
文
章
は
、
発
表
直
後
か
ら
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。

［
…
］
す
べ
て
が
強
制
的
で
難
解
な
諸
々
の
連
想
と
の
嬌
態
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
Ｏ
・
マ
ン
デ
リ
シ

タ
ー
ム
に
と
っ
て
興
味
が
あ
る
の
は
、
国
と
そ
こ
に
住
む
人
々
を
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
気
ま
ぐ
れ
な
言
葉
の
組
み

合
わ
せ
の
方
な
の
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
に
没
頭
し
、
自
分
の
内
な
る
文
学
的
な
手
荷
物
と
、
遭
遇
や
旅

の
途
中
で
生
じ
て
く
る
偶
然
的
な
連
想
と
を
同
じ
尺
度
で
語
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

―
―
「
文
学
新
聞
」
一
九
三
三
年
七
月
一
七
日
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マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
形
象
か
ら
は
、
古
く
て
腐
り
き
っ
た
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
臭
い
が
す
る
。
彼
は
ア
ル
メ
ニ

ア
に
賛
辞
を
振
り
ま
い
て
い
る
が
、
そ
の
賛
辞
は
こ
の
国
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
や
奴
隷
的
な
過
去
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
現
在
に
つ
い
て
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
た
だ
の
一
行
も
書
か
な
か
っ
た
。

―
―
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
紙
一
九
三
三
年
八
月
三
〇
日

　

こ
れ
ら
の
評
は
、
旧
時
代
の
詩
人
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
下
で
そ
も
そ
も
芳
し
く
な
か
っ
た
マ
ン
デ
リ

シ
タ
ー
ム
の
立
場
を
、
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。
だ
が
一
詩
人
の
紀
行
文
が
、
ソ
連
作
家
同
盟
や
共
産
党
の
機
関
紙
に
よ
っ

て
、
こ
こ
ま
で
批
判
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

紀
行
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

　

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
「
紀
行 （
ロ
シ
ア
語
で
はputeshestvie

）」
を
題
名
に
冠
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
単
な
る
旅
の

記
録
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
丹
念
に
練
り
あ
げ
ら
れ
、
旅
の
見
聞
と
経
験
を
語
る
体
裁
を
通
し
て
、
著
者
が
自
分
の
哲

学
・
芸
術
観
・
世
界
観
を
語
る
一
つ
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
紀
行
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
交
通
手
段
の
長

足
の
進
歩
と
植
民
地
経
営
の
拡
大
が
見
ら
れ
た
一
七
六
〇
―
一
八
三
〇
年
代
に
さ
か
ん
に
書
か
れ
、
そ
の
後
一
時
衰
え
た

が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
了
以
降
、
復
活
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。

　
「
紀
行
」
は
、
多
く
の
場
合
、
旅
人
の
一
人
称
の
立
場
か
ら
書
か
れ
、
そ
の
語
り
は
厳
密
に
旅
の
時
系
列
に
沿
っ
て
い

た
。
文
明
か
ら
の
出
発
に
始
ま
り
、
訪
れ
た
場
所
の
記
述
を
経
て
、
そ
の
地
か
ら
の
出
発
か
文
明
へ
の
帰
還
に
よ
っ
て
終

わ
る
と
い
う
の
が
、
お
お
ま
か
な
枠
組
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
枠
組
の
な
か
に
、
訪
れ
た
地
の
人
種
、
地
理
、
地
質
、
歴
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史
、
言
語
等
に
関
す
る
情
報
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
言
及
を
通
し
て
話
者
の
感
想
や
見
解
が
語
ら
れ
る
の
が
一
般

的
だ
っ
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
ソ
連
で
、「
紀
行
」
の
ジ
ャ
ン
ル
は
隆
盛
を
見
せ
て
い
た
。
た
と
え

ば
月
刊
誌
『
赤
い
処
女
地
』
に
は
、
平
均
し
て
月
一
作
の
割
合
で
「puteshestvie

」
を
題
名
に
冠
す
る
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
と
い
う
３

。
こ
の
隆
盛
は
一
九
二
八
年
か
ら
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
、
社
会
主
義
建
設

が
推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
た
。
建
設
の
成
果
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
時
代
に
後
進
的
だ
っ
た
地
域
に
お
い
て
こ

そ
顕
著
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
に
モ
ス
ク
ワ
や
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
住
む
作
家
た
ち
は
、
極
東
・
中
央
ア
ジ

ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
と
い
っ
た
地
域
に
派
遣
さ
れ
、「
紀
行
」
の
約
束
事
に
則
っ
た
か
た
ち
で
、
革
命
の
前
と
後
と
を
比
較

し
つ
つ
、
か
つ
て
の
「
辺
境
」
で
の
社
会
主
義
建
設
の
進
捗
を
讃
え
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
い
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ロ

シ
ア
語
作
家
マ
リ
エ
ッ
タ
・
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
（
一
八
八
八
―
一
九
八
二
）
が
二
〇
年
代
を
通
し
て
、
自
分
の
父
祖
の
地
と

周
辺
地
域
を
た
び
た
び
訪
れ
、
そ
の
印
象
を
書
い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ザ
カ
フ
カ
ー
ス　

一
九
二
二

―
一
九
三
〇
年
の
手
記
』
と
題
し
て
一
冊
に
ま
と
め
、
三
一
年
に
刊
行
し
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
４

。

　

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
議
長
、
ソ
連
共
産
党
機
関
紙
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
編
集
長
な
ど
を
歴
任
し
た
政
治
家
ニ
コ
ラ
イ
・
ブ
ハ
ー
リ

ン
（
一
八
八
八
―
一
九
三
八
）
の
配
慮
を
受
け
て
、
一
九
三
〇
年
に
ア
ル
メ
ニ
ア
を
訪
れ
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
も
ま

た
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
紀
行
文
を
期
待
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
成
果
で
あ
る
『
ア
ル
メ
ニ
ア

紀
行
』
は
、puteshestvie 

と
い
う
題
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
記
述
を
欠
い
て
い
た
。

先
に
引
用
し
た
「
文
学
新
聞
」
や
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
の
評
は
、
こ
の
点
を
強
く
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
は
、
社
会
主
義
を
批
判
す
る
よ
う
な
記
述
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
と
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言
っ
て
良
い
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
ア
ル
メ
ニ
ア
滞
在
中
に
「
形
式
は
民
族
的
、
内
容
は
社
会
主
義
的
」
と
い
う
ス

タ
ー
リ
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
こ
き
下
ろ
し
て
、「
一
瞬
の
う
ち
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
作
家
た
ち
の
反
感
を
買
っ
た
で
き
事
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
の
回
想
は
伝
え
て
い
る
が
、
彼
女
に
よ
れ
ば
、
詩
人
が
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
嫌
悪
し

た
の
は
政
治
的
な
理
由
か
ら
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
れ
が
「
形
式
と
内
容
と
の
絶
対
不
可
分
性
」
と
い
う
自
分
の
信
条

に
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
５

。
夫
人
は
「
オ
シ
プ
に
は
［
社
会
主
義
］
建
設
に
反
対
す
べ
き
理
由
は
全
く
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
何
で
彼
が
経
済
の
計
画
的
組
織
化
に
腹
を
立
て
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
問
題
は
そ
ん
な
所
に
あ
る
の
で
は
な

い
」
と
も
述
べ
て
い
る
６

。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
に
対
す
る
関
心
は
、
社
会
主
義
体
制
に
対
す
る
評
価
と

は
別
の
次
元
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
批
判

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
つ
い
て
は
、
公
式
筋
だ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
旗
手
だ
っ
た

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
九
三
―
一
九
八
四
）
も
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
今
や
引
用
で
世
界
を
組
み
立
て
て
い
る
。［
…
］
こ
れ
［『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』］
は
文
法
的
な

形
式
や
、
図
書
館
や
言
葉
や
引
用
の
間
を
行
く
旅
の
記
録
で
あ
る
…
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
偉
大
な
詩
人
だ
が
、

事
物
を
伝
え
る
た
め
に
、
そ
の
回
り
に
文
学
的
な
連
想
を
積
み
上
げ
る
。［
…
］
Ｏ
・
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
旅
は
、

ま
る
で
こ
だ
ま
を
蒐
集
し
て
い
る
み
た
い
に
奇
妙
な
も
の
だ
…
。７
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じ
つ
を
言
え
ば
、「
文
学
新
聞
」
や
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
の
批
判
は
、
当
時
の
期
待
の
地
平
か
ら
の
評
価
は
別
と
し
て
も
、

『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
の
特
徴
を
言
い
当
て
て
い
な
い
で
も
な
い
。
こ
の
作
品
で
は
、
詩
人
の
現
地
で
の
見
聞
や
体
験

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
文
学
的
・
思
想
的
な
文
脈
に
属
す
る
話
題
へ
と
転
位
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
「
文
学
新

聞
」
が
言
う
よ
う
な
「
気
ま
ぐ
れ
な
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
」
や
「
偶
然
的
な
連
想
」
で
は
な
く
、
後
に
見
る
よ
う
に
マ
ン

デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
的
世
界
観
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
が
つ
ね
に
他
の
文
脈
と
関
係

づ
け
ら
れ
、
そ
の
直
接
的
な
表
象
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
語
り
に
お
い
て
連
想
が
極
度
に
前
景

化
し
て
い
る
た
め
に
、
読
者
は
詩
人
の
旅
の
時
間
的
な
推
移
を
認
識
す
る
こ
と
さ
え
容
易
で
は
な
い
（
と
言
う
よ
り
、
不

可
能
で
あ
る
）。

　

先
行
文
学
の
約
束
事
を
踏
ま
え
た
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー Sentim

ental’noe puteshestvie

』（
二
三
年
）

他
の
回
想
的
散
文
の
著
者
で
も
あ
っ
た
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
概
し
て
強
い
ジ
ャ
ン
ル
意
識
の
持
ち
主
で
あ
り
、「
紀
行 

puteshestvie

」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
も
、
二
〇
年
代
の
状
況
の
み
を
視
野
に
置
い
て
い
た
「
文
学
新
聞
」
や
「
プ

ラ
ウ
ダ
」
の
批
評
家
よ
り
広
い
視
野
で
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
お
そ
ら
く
一
八
世
紀
後
半
―
一
九
世
紀
前
半
の
諸

作
品
を
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
ろ
う
彼
に
し
て
さ
え
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
の
時
系
列
の
錯
綜
は
、「
紀
行
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
の
枠
組
か
ら
あ
ま
り
に
逸
脱
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
文
中
の
「
引
用
で
世
界
を
組
み
立
て
て
い
る
」、「
言
葉
や
引
用
の
間
を
行
く
」、「
文
学
的
な
連
想
を
積
み

上
げ
る
」
等
の
批
判
は
、
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
が
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
、
作
者
に
よ
る
対
象
の
意
味
づ
け
や
定
位
を
批
判

す
る
論
陣
を
張
っ
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
彼
は
す
で
に
二
六
年
の
論
考
で
、
ジ
ガ
・
ヴ
ェ
ル
ト
フ

監
督
（
一
八
九
六
―
一
九
五
四
）
の
徹
底
し
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
、「
ヴ
ェ
ル
ト
フ
の
や
り
方
で
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は
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
素
材
は
、
そ
の
魂
で
あ
る
記
録
と
し
て
の
性
質
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
」、「
ジ
ガ
・
ヴ
ェ
ル
ト
フ
は

ニ
ュ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
を
切
り
刻
ん
で
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
８

。『
新
レ
フ
』
誌
に
拠
っ
て
、
一
時
期
「
事
実
の
文
学
」

「
事
実
の
芸
術
」
を
提
唱
し
て
い
た
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
目
に
は
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
は
ヴ
ェ
ル
ト
フ
の
モ
ン
タ
ー

ジ
ュ
と
同
じ
よ
う
に
、
素
材
＝
対
象
に
対
す
る
作
者
の
不
当
な
ま
で
の
介
入
と
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト

　

個
人
的
に
は
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
夫
妻
を
一
貫
し
て
援
助
し
続
け
た
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
を
し
て
、「
ま
る
で
こ
だ
ま
を

蒐
集
し
て
い
る
み
た
い
」
と
言
わ
し
め
た
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
文
章
だ
っ
た
の
か
。

　

こ
の
作
品
は
「
セ
ヴ
ァ
ン
」「
ア
シ
ョ
ト
・
オ
ヴ
ァ
ネ
シ
ヤ
ン
」「
モ
ス
ク
ワ
河
岸
地
区
」「
ス
フ
ミ
」「
フ
ラ
ン
ス
人
た

ち
」「
博
物
学
者
を
め
ぐ
っ
て
」「
ア
シ
ュ
タ
ラ
ク
」「
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
」
の
八
章
か
ら
成
っ
て
い
る
９

。
こ
の
う
ち
固
有
名

詞
を
冠
し
て
い
る
六
つ
の
章
題
に
は
、「
モ
ス
ク
ワ
河
岸
地
区
」「
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
」
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
ア
ル
メ
ニ

ア
な
い
し
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
の
人
名
か
地
名
が
採
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
ア
ル
メ
ニ
ア
を
中
心
的
な
話
題
と
す
る
旅
行
記
の

体
裁
を
な
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。

　

だ
が
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。「
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
」
は
、
シ
ニ
ャ
ッ
ク
（
一
八
六
三
―
一
九
三
五
）、
ル
ノ
ワ
ー

ル
（
一
八
四
一
―
一
九
一
九
）、
セ
ザ
ン
ヌ
（
一
八
三
九
―
一
九
〇
六
）、
マ
チ
ス
（
一
八
六
九
―
一
九
五
四
）
ら
の
絵

に
関
す
る
ス
ケ
ッ
チ
だ
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
関
す
る
旅
行
記
に
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
絵
画
に
関
す
る
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る

理
由
は
措
く
と
し
て
も
、
こ
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
視
界
の
拡
張
」
や
「
色
の
必
然
性
」
と
い
っ
た
話
題
は
、「
モ
ス

ク
ワ
河
岸
地
区
」
や
「
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
」
の
章
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
博
物
学
者
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
リ
ン
ネ
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（
一
七
〇
七
―
七
八
）、
ビ
ュ
フ
ォ
ン
（
一
七
〇
七
―
八
八
）、
パ
ラ
ス
（
一
七
四
一
―
一
八
一
一
）
な
ど
一
八
世
紀
の
博

物
学
者
や
ラ
マ
ル
ク
（
一
七
四
四
―
一
八
二
九
）
の
進
化
論
に
つ
い
て
論
じ
た
章
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
作
品
で
彼
ら
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
や
は
り
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
も
、
環
境
と
生
物
の
関
係
に
つ
い
て
の
ラ
マ
ル
ク
の
考

え
に
関
す
る
記
述
は
、
他
の
章
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
語
に
関
す
る
文
章
や
、
話
者
と
光
景
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述

な
ど
と
、
明
ら
か
に
相
同
的
で
並
行
的
な
関
係
に
あ
る
。
ま
た
「
セ
ヴ
ァ
ン
」「
ア
シ
ョ
ト
・
オ
ヴ
ォ
ネ
シ
ヤ
ン
」「
ア

シ
ュ
タ
ラ
ク
」
等
の
章
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
言
語
学
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
と
、
そ
の
創

始
者
ニ
コ
ラ
イ
・
マ
ル
（
一
八
六
五
―
一
九
三
四
）
へ
の
言
及
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
で
は
、
本
来
な
ら
主
要
な
対
象
で
あ
る
は
ず
の
ア
ル
メ
ニ
ア
で

の
見
聞
や
ア
ル
メ
ニ
ア
語
に
関
す
る
記
述
が
、
幼
年
時
代
や
モ
ス
ク
ワ
で
の
話
者
自
身
の
記
憶
の
み
な
ら
ず
、
ラ
マ
ル
ク

の
進
化
論
、
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
絵
画
、
ヤ
フ
ェ
ト
派
言
語
学
等
々
の
話
題
へ
と
た
え
ず
転
位
し
、
こ
れ
ら
の
主
題
系
と
重

層
的
で
複
雑
な
網
の
目
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
「
引
用
で
世
界
を
組
み
立
て
て

い
る
」
と
い
う
評
は
正
鵠
を
射
て
い
る
の
だ
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
ア
ル
メ
ニ
ア
に
実
際
に
行

く
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
引
用
す
る
だ
け
な
ら
、
書
物
の
森
を
逍
遥
し
て
い
れ
ば
す
む
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
固
執

　

だ
が
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
周
囲
を
慨
嘆
さ
せ
る
ほ
ど
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
行
き
に
固
執
し
つ
づ
け
た
。
ナ
デ
ー
ジ
ダ

夫
人
は
、
ど
こ
に
旅
し
た
い
か
と
問
わ
れ
た
詩
人
の
「
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
」
と
い
う
答
を
聞
い
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
秘
書
カ

ロ
ト
コ
ワ
が
「
ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
で
す
か
。
ほ
ん
と
う
に
、
思
い
つ
め
て
い
る
の
ね
」
と
溜
息
を
つ
い
た
こ
と
を
回
想
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し
て
い
る
⓾
。
二
九
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
行
き
を
直
前
に
な
っ
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
『
第
四
の
散

文
』
七
章
⓫

で
「
誰
も
私
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
」「
我
々
は
ア
ル
マ
・
ア
タ
に
行
こ
う
！
」「
我
々
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
に
行
こ
う
！
」
等
の
表
現
が
自
嘲
気
味
に
く
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
ど
う
や
ら

一
九
二
七
年
に
中
央
ア
ジ
ア
・
カ
ザ
フ
自
治
共
和
国
の
首
都
と
な
り
、
急
速
な
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ア
ル
マ
・
ア
タ

や
、
あ
る
い
は
同
じ
コ
ー
カ
サ
ス
で
も
油
田
開
発
著
し
い
バ
ク
ー
を
首
都
と
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
へ
の
旅
を
勧
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
社
会
主
義
建
設
の
成
果
を
書
く
こ
と
へ
の
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詩
人
は
こ
の
提
案
を
か
た
く
な
に
拒
絶
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
行
き
の
許
可

を
く
り
返
し
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ア
ル
メ
ニ
ア
に
憧
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
そ
の
一
方
で
、

『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
関
す
る
記
述
が
た
え
ず
他
の
思
想
的
・
学
問
的
な

主
題
系
へ
と
ず
れ
込
ん
で
い
く
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
憧
憬
は
、
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
性
質
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
．
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
的
世
界
観
―
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
を
中
心
に

地
中
海
圏
と
ア
ル
メ
ニ
ア

　

ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
は
、
そ
の
回
想
の
な
か
で
、「
地
中
海
は
、
オ
シ
プ
に
と
っ
て
聖
な
る
地
で
あ
り
、
そ
こ
で
歴
史
は

始
ま
り
、
伝
承
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
キ
リ
ス
ト
教
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
」⓬
と
書
き
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
文
明
論
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的
認
識
と
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
憧
憬
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
最
初
の
人
間
た
ち
が
学
ん
だ
大
地
」
こ
そ
、
オ
シ
プ
の
ほ
ん
と
う
の
巡
礼
の
聖
地
だ
っ
た
。
彼
は
、
大
の
旅
行

好
き
の
く
せ
に
、
中
央
ア
ジ
ア
と
極
東
へ
の
旅
は
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
が
引
か
れ
た
の
は
ク
リ
ミ
ア

と
コ
ー
カ
サ
ス
だ
け
で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
と
コ
ー
カ
サ
ス
、
特
に
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
と
の
古
代
的

結
び
つ
き
は
、
彼
に
は
、
世
界
、
と
い
う
よ
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
の
一
体
性
の
証
拠
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
我
が
国
で
は
辺
境
へ
の
旅
は
広
い
人
気
を
博
し
て
き
た
が
、
旅
を
す
る
作
家
た
ち
の
大
部
分
は
普
通
、
回
教
世

界
を
選
ん
で
き
た
。

　
　

コ
ー
カ
サ
ス
で
な
ぜ
詩
情
が
彼
に
戻
っ
た
の
か
、
そ
の
訳
は
よ
く
わ
か
る
。
オ
シ
プ
は
、
胸
の
中
に
「
コ
ル
キ
ス

（
コ
ー
カ
サ
ス
の
古
い
ギ
リ
シ
ャ
名
）
の
地
鳴
り
」
を
、
つ
ま
り
世
界
と
歴
史
と
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
と

き
に
の
み
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
告
白
し
た
こ
と
が
あ
る
。［
…
］
彼
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
は
、
執
拗

に
、
長
い
間
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
。
彼
地
を
グ
ル
ジ
ア
よ
り
よ
し
と
見
た
の
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
東
方
に
お

け
る
前
哨
地
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。⓭　

　

近
親
者
の
回
想
に
は
作
家
の
美
化
や
神
話
化
が
伴
い
が
ち
だ
が
、
ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
の
文
章
は
、
夫
の
詩
や
思
想
へ
の

深
い
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
彼
の
欠
点
や
限
界
を
隠
そ
う
と
は
し
て
お
ら
ず
、
概
し
て
公
平
で
的
確
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ

る
。
実
際
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
文
業
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
き
、
彼
の
ア
ル
メ
ニ
ア
憧
憬
が
地
中
海
圏
を
世
界
文
化
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（
詩
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
同
義
だ
っ
た
）
の
発
祥
の
地
と
見
な
す
文
明
史
観
に
根
ざ
し
て
い
た
と

い
う
こ
の
指
摘
は
、
十
分
な
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
の
定
義

　

夫
人
の
指
摘
は
、
と
り
わ
け
一
九
二
三
年
に
執
筆
さ
れ
、
二
八
年
刊
行
の
『
ポ
エ
ジ
ー
に
つ
い
て
』
に
収
録
さ
れ
た
論

考
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」⓮
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
も
の
だ
。
こ
の
論
考
で
は
、
夫
人
の
い
う
「
地
中
海
圏
」「
世
界

文
化
」
に
相
当
す
る
語
は
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
か
つ
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
が
ギ
リ
シ
ャ
を
は
じ
め
と
す
る
地
中
海

沿
岸
地
域
の
み
な
ら
ず
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
定
説
で
あ
っ
た
。

　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
は
、
文
明
論
、
言
語
観
、
認
識
論
な
ど
が
、
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
渾
然

と
な
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
を
、
何
よ
り
も
一
つ
の
世
界

観
と
し
て
、
文
中
で
さ
ま
ざ
ま
に
定
義
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
道
具
に
よ
っ
て
意
識
的
に
人
間
を
囲
む
こ

と
」、「
周
囲
の
世
界
を
人
間
化
す
る
こ
と
」、「
非
常
に
か
す
か
な
、
目
的
論
的
な
（teleologicheskii

）
温
も
り
に
よ
っ
て

世
界
を
暖
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。
人
間
が
み
ず
か
ら
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
世
界
を
意
味
づ
け
、
こ
れ
に
秩
序
を
与
え
て

親
和
化
す
る
こ
と
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
研
究
者
の
Ｊ
・
Ｇ
・
ハ
リ
ス
は
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
世
界

認
識
は
、
基
本
的
に
「
人
間
中
心
主
義
的
」
だ
っ
た
と
評
し
て
い
る
⓯
。　

　

た
だ
し
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
世
界
に
対
す
る
人
間
の
認
識
の
圧
倒
的
な
優
位
と
暴
力
性
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
人
間
が
世
界
に
発
す
る
「
目
的
論
的
な
温
も
り
」（
認
識
行
為
）
は
、
あ
く
ま
で
も
「
非
常
に
か
す
か
」
で
あ

り
、
認
識
さ
れ
る
側
の
世
界
も
ま
た
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、「
温
も
り
」
を
持
つ
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
（「
そ
の
回
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り
に
人
が
座
り
、
そ
の
温
も
り
を
、
自
分
の
内
な
る
温
も
り
と
同
縁
の
も
の
と
し
て
貴
く
思
う
よ
う
な
、
あ
ら
ゆ
る
ペ
チ

カ
」）。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
と
は
、
人
間
が
自
分
の
立
場
か
ら
世
界
を
意
味
づ
け
て
い
く
が
、
そ
の
営

為
が
人
間
と
世
界
の
親
縁
性
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
に
、
権
力
的
・
暴
力
的
と
は
な
ら
な
い
よ
う
な
世
界
観
な
の
で
あ
る
。

建
築
術
／Arkhitektonika

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
世
界
に
お
い
て
支
配
的
な
西
欧
近
代
の
思
考
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
に
は
属
し
て
い
な
い
（「
長
い
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
論
理
学
者
た
ち
の
知
を
奴
隷
化
し
て
い
た
因
果
性

の
問
題
」）。
彼
は
ま
た
「
十
九
世
紀
の
学
問
的
思
考
の
曖
昧
さ
、
非
建
築
性
は
、
新
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
学
問
的
思
考
を

完
全
に
頽
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」
と
も
書
い
て
い
る
。

　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
の
日
本
語
訳
者
斉
藤
毅
が
注
釈
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
出
て
く
る
「
非
建

築
性 nearkhitekturnost’

」
と
い
う
語
は
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
二
部
第
三
章
「
純
粋
理
性
の
建
築
術
」（D

ie 

A
rchitektonik der reinen Vernunft

）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

私
の
い
う
建
築
術
と
は
、
体
系
を
構
成
す
る
技
術
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
体
系
的
統
一
は
、
尋
常
一
般
の
知
識
を

始
め
て
学
に
仕
立
て
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
、
―
換
言
す
れ
ば
、
知
識
の
単
な
る
偶
然
的
集
積
か
ら
一
個
の
体
系
を

作
り
出
す
も
の
で
あ
る
。⓰

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
非
建
築
性
」
と
い
う
語
は
、
西
欧
近
代
が
実
証
主
義
と
い
う
名
の
「
因
果
性
」
の
思
想
に
屈

140 



第五章　地中海からアラギョーズへ

服
し
た
結
果
、
右
の
引
用
で
カ
ン
ト
が
提
唱
し
て
い
る
よ
う
な
「
建
築
術
」
―
知
の
体
系
性
を
構
築
す
る
志
向
を
喪
失
し

て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
の
別
の
箇
所
で
は
、
現
代
の
「
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
な
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
「
文
明
化
さ
れ
て

は
い
る
が
、
神
に
呪
わ
れ
た
サ
ハ
ラ
砂
漠
、
完
全
な
る
荒
廃
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
機
械
的
な
世
界
観
に
立
つ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
過
去
の
遺
跡
で
あ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
城
塞
や
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
都
市
、
森
の
よ
う
な
大

聖
堂
、
そ
し
て
丸
屋
根
式
の
球
状
の
寺
院
は
立
ち
つ
づ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
が
」、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
世
界
観
に
基
づ

い
て
建
て
ら
れ
た
か
の
記
憶
は
す
で
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
西
欧
近
代
を
、
マ
ン
デ
リ
シ

タ
ー
ム
は
「
建
築
術
」
の
欠
如
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

［
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
］
人
々
は
、
そ
れ
ら
［
前
述
の
建
築
群
］
を
見
て
も
理
解
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ

れ
ら
を
囲
む
力
強
い
建
築
術
（arkhitektonika

）
の
血
管
に
は
ど
の
よ
う
な
血
が
流
れ
て
い
る
の
か
、
当
惑
し
つ
つ
尋

ね
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
批
判
を
裏
返
し
て
言
え
ば
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
は
、
カ
ン
ト
言
う
と
こ
ろ
の
「
建
築

術
」
に
立
脚
し
た
世
界
認
識
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

受
肉
と
し
て
の
言
葉

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
、「
周
囲
の
世
界
を
人
間
化
」
し
、
体
系
化
す
る
た
め
に
、
言
い
か
え
れ
ば
「
建
築
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術
」
の
た
め
に
、
人
間
が
依
拠
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
「
言
葉
」
で
あ
る
。

　

あ
る
民
族
の
文
学
の
統
一
性
、
条
件
的
な
統
一
性
の
基
準
と
認
め
う
る
の
は
、
た
だ
民
族
の
言
語
の
み
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
残
り
の
特
徴
は
す
べ
て
、
そ
れ
自
体
が
暫
定
的
、
一
時
的
、
恣
意
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
言
語
の
方
も

変
化
し
、
あ
る
時
点
か
ら
あ
る
時
点
ま
で
一
瞬
た
り
と
も
平
静
の
う
ち
に
止
ま
る
こ
と
が
な
い
と
は
い
え
、［
…
］
言

語
は
そ
の
あ
ら
ゆ
る
変
化
の
範
囲
内
に
お
い
て
さ
え
定
数
、「
コ
ン
ス
タ
ン
ト
」
で
あ
り
続
け
る
。
つ
ま
り
内
的
な
統

一
性
を
保
ち
続
け
る
。 

　　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
執
筆
の
前
年
、
一
九
二
一
年
に
書
か
れ
、
同
じ
く
論
集
『
ポ
エ
ジ
ー
に
つ
い
て
』
に
収

録
さ
れ
た
論
考
「
言
葉
と
文
化
」⓱
で
は
、
事
物
が
先
行
し
、
言
葉
は
事
物
を
指
示
す
る
た
め
に
あ
る
と
見
な
す
言
語
＝

記
号
の
考
え
方
が
、
修
辞
疑
問
に
よ
っ
て
事
実
上
、
否
定
さ
れ
て
い
る
（「
い
っ
た
い
事
物
は
言
葉
の
主
人
な
の
だ
ろ
う

か
？
」）。
そ
う
で
は
な
く
、
言
葉
の
方
が
事
物
を
選
び
、
意
味
づ
け
、
世
界
認
識
の
体
系
の
内
に
定
位
す
る
と
詩
人
は
い

う
（「
言
葉
は
プ
シ
ケ
ー
な
の
だ
。
生
き
た
言
葉
は
、
対
象
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
住
ま
い
を
選
ぶ
か
の
よ
う
に
、

あ
れ
こ
れ
の
具
体
的
な
［
対
象
的
な
］
意
義
、
物
性
、
愛
し
い
身
体
を
自
由
に
選
ぶ
の
で
あ
る
」）。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

書
か
れ
た
二
つ
の
論
考
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
と
は
、「
言
葉
」
に

よ
っ
て
世
界
に
内
的
な
統
一
と
体
系
性
を
も
た
ら
す
営
為
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
に
話
を
戻
し
て
、
で
は
現
代
に
お
い
て
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
を
受
け
継
い
で
い
る
の
は
何
か

と
い
う
と
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
と
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
言
う
。
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ロ
シ
ア
語
と
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
言
語
な
の
で
あ
る
。
一
連
の
歴
史
的
条
件
の
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
生
の
力

（zhivye sily

）
は
、
西
欧
を
ラ
テ
ン
の
影
響
に
譲
り
、
長
い
間
、
子
の
な
い
ビ
ザ
ン
チ
ン
に
居
座
っ
た
後
、
ロ
シ
ア

語
の
懐
の
中
に
飛
び
込
み
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
世
界
観
の
独
自
の
秘
密
、
つ
ま
り
自
由
な
受
肉
の
秘
密
を
ロ
シ
ア
語
に

伝
え
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
ロ
シ
ア
語
は
、
ま
さ
に
響
き
、
語
る
肉
体
と
な
っ
た
の
だ
。「
…
」

　

ロ
シ
ア
の
歴
史
的
現
実
に
お
け
る
言
語
の
生
（zhizn’

）［
…
］。
ロ
シ
ア
語
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
本
性
は
、
そ
の
実
体

性
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
言
葉
と
は
出
来
事
へ
と
結
実
す
る
活
動
的
な

肉
体
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ロ
シ
ア
語
は
、
そ
れ
自
体
す
で
に
歴
史
的
な
の
だ
。
ロ
シ
ア
語
は
、
そ
の
全
総
体
に
お
い

て
、
出
来
事
の
波
打
つ
海
で
あ
り
、
理
性
を
持
ち
、
呼
吸
す
る
肉
体
の
、
絶
え
間
な
い
受
肉
お
よ
び
活
動
な
の
だ
か
ら
。

　　

や
や
難
解
な
こ
の
一
節
に
お
い
て
詩
人
は
、
神
学
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
い
る
。
神
か
ら
発
し
た
精
霊
＝
エ
ネ
ル

ゲ
イ
ア
が
人
の
子
の
肉
体
に
宿
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
い
主
が
誕
生
し
た
こ
と
と
、
人
間
が
世
界
の
事
物
に
注
意
を
向
け
、

こ
れ
を
意
味
づ
け
て
言
語
化
す
る
営
為
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
は
、
肉
に
神
の
エ
ネ
ル
ゲ
イ

ア
を
受
け
た
存
在
に
相
当
す
る
の
は
、
世
界
に
対
す
る
人
間
の
理
解
を
具
現
し
た
「
言
葉
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
間
が

神
の
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
を
受
け
て
在
る
の
と
相
同
的
に
、
冷
た
く
無
機
的
な
世
界
は
、
人
間
の
関
心
と
名
づ
け
を
受
け
て

「
暖
め
ら
れ
」、
構
造
的
な
体
系
の
中
で
の
意
味
を
得
る
。
ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
語
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
世
界
観
の
後
継
者

で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
言
語
学
的
に
厳
密
な
根
拠
を
持
つ
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
神
か
ら
の
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
を

受
け
て
い
る
こ
と
で
人
間
が
潜
在
的
に
は
神
性
を
宿
し
て
い
る
と
す
る
「
神
人
説
」
の
伝
統
が
、
東
方
正
教
の
宗
教
者
の
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あ
い
だ
で
強
か
っ
た
歴
史
的
な
経
緯
⓲
を
踏
ま
え
て
い
る
。

フ
ロ
レ
ン
ス
キ
ー
「
逆
遠
近
法
」
と
の
同
時
代
性

　

こ
の
よ
う
に
、
認
識
論
や
言
語
観
、
さ
ら
に
は
や
や
地
政
学
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
た
文
明
論
等
々
が
、
峻
別
さ
れ

た
り
階
層
化
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
営
為
の
多
様
な
現
わ
れ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
マ

ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
批
評
の
特
徴
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
ま
た
、
一
九
一
〇
―
二
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
の
思
考
の

全
般
的
な
傾
向
で
も
あ
っ
た
。

　

一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
主
客
の
分
離
と
空
間
の
均
質
性
を
前
提
と
す
る
西
欧
近
代
の
遠
近
法
と
、
主
体
の
客
体
に
対

す
る
動
態
性
、
お
よ
び
主
体
に
即
し
た
空
間
の
意
味
的
な
濃
淡
を
前
提
と
す
る
東
方
正
教
会
系
の
イ
コ
ン
と
を
対
比

し
、
後
者
の
方
こ
そ
人
間
の
生
の
感
覚
に
根
ざ
し
て
い
る
と
し
て
、
高
く
評
価
し
た
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
フ
ロ
レ
ン
ス
キ
ー

（
一
八
八
二
―
一
九
三
七
）「
逆
遠
近
法
」⓳
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
一
九
年
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
「
言
葉
の
本
性
に

つ
い
て
」
を
書
く
四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
言
語
と
視
覚
芸
術
を
主
題
と
し
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、

両
者
は
西
欧
近
代
の
知
を
機
械
的
な
世
界
観
と
し
て
批
判
し
、
人
間
の
「
生
」
に
立
脚
し
た
価
値
観
（「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」

「
逆
遠
近
法
」）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
超
克
し
よ
う
と
志
向
し
た
点
で
共
通
し
て
い
た
⓴
。

　

も
っ
と
も
、
ロ
シ
ア
的
価
値
観
に
よ
る
西
欧
的
近
代
の
超
克
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
「
逆
遠
近
法
」
に
対
し
て
、
マ
ン

デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
場
合
は
あ
く
ま
で
「
言
語
に
よ
る
世
界
の
体
系
化
」
と
い
う
点
に
主
眼
が
あ
る
。
他
の
哲
学
や
思
想
に

対
す
る
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
参
照
の
し
か
た
に
は
一
種
融
通
無
碍
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
神
学
的
な
ア
ナ
ロ

ジ
ー
の
使
用
が
、
彼
の
東
方
正
教
へ
の
帰
依
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
文
化
の
源
泉
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と
見
な
す
文
明
史
観
が
一
種
地
政
学
的
な
趣
を
帯
び
る
可
能
性
に
対
し
て
も
、
詩
人
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
的
で
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

生
＝
実
体
と
し
て
の
言
葉

　

そ
れ
に
し
て
も
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
箇
所
に
お
け
る
、
ロ
シ
ア
語
な
い
し
言
語
に
つ
い
て
の
形
容
は
、
き
わ
め
て
印
象

的
だ
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
響
き
、
語
る
肉
体
」、「
出
来
事
へ
と
結
実
す
る
活
動
的
な
肉
体
」、

あ
る
い
は
「
そ
の
全
総
体
に
お
い
て
、
出
来
事
の
波
打
つ
海
」「
理
性
を
持
ち
、
呼
吸
す
る
肉
体
の
、
絶
え
間
な
い
受
肉

お
よ
び
活
動
」
な
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
官
能
的
で
さ
え
あ
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
形
容
は
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
言
語

を
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
理
解
の
み
な
ら
ず
感
性
も
内
包
し
、
肉
感
を
も
帯
び
た

ほ
と
ん
ど
生
命
体
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
先
の
引
用
中
に
は
「
言
語
の

生
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
ま
た
論
考
の
末
尾
近
く
に
は
、「
表
象
は
、
意
識
の
客
観
的
な
所
与
性
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
肝
臓
や
心
臓
と
ま
っ
た
く
同
じ
、
人
間
の
器
官
と
見
な
す
事
も
で
き
る
の
だ
」
と
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
Ｔ
．
セ
イ
フ
リ
ド
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
文
芸
・
思
想
の
主
潮
流
を

「
言
語
実
体
論
」
と
呼
ん
で
い
る
㉑
。
事
物
の
世
界
が
実
体
と
し
て
存
在
し
、
言
葉
は
そ
れ
を
指
示
す
る
た
め
の
記
号
・

表
象
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
事
物
の
命
名
と
意
味
付
け
の
帰
結
で
あ
る
言
葉
を
こ
そ
、
人
間
の
生
が
事
物
に
浸

透
し
た
実
体
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
物
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
人
間
の
注
意
や
認
識
が
浸
透
し

て
い
る
表
象
こ
そ
が
実
体
だ
と
い
う
見
解
で
あ
る
。「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
の
中
で
「
ロ
シ
ア
語
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的

本
性
は
、
そ
の
実
体
性
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
い
て
い
る
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
言
語
観
・
世
界
観
も
ま
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た
、
大
き
く
は
こ
の
潮
流
に
属
し
て
い
た
。

世
界
と
認
識
と
言
葉
の
一
元
性

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
思
考
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
何
ら
か
の
事
象
に
対
す
る
認
識
が
生
じ
る
段
階
と
、
言

語
表
象
が
生
じ
る
段
階
と
の
間
に
、
時
間
的
・
意
味
的
な
差
違
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
だ
。「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」

の
中
で
、
過
去
の
記
憶
や
想
起
の
問
題
が
、
言
語
に
よ
る
事
象
の
意
味
づ
け
の
し
く
み
と
同
型
的
に
語
ら
れ
て
い
る
の

も
、
そ
の
表
れ
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
明
示
的
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九
―
一
九
四
一
）
の
哲

学
を
召
喚
し
て
い
る
。

　

変
化
の
旋
風
と
止
め
ど
も
な
い
現
象
の
奔
流
の
中
で
統
一
性
の
原
理
を
救
う
た
め
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
一
神

教
の
執
拗
な
欲
求
に
と
り
つ
か
れ
た
、
深
く
ユ
ダ
ヤ
教
的
な
知
を
持
つ
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
代
表
と
す
る
現
代
哲
学
は
、

我
々
に
現
象
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
学
説
を
提
示
し
て
い
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
諸
現
象
を
、
そ
れ
ら
が
時
間
的

な
順
次
性
の
法
則
に
従
属
す
る
仕
方
に
従
っ
て
み
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
そ
れ
ら
の
空
間
的
な
拡
が
り
［
延
長
］

の
仕
方
に
従
っ
て
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
関
心
を
呼
ぶ
の
は
も
っ
ぱ
ら
内
的
な
結
び
つ
き
［
連
関
］
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
結
び
つ
き
を
時
間
か
ら
解
放
し
、
独
立
さ
せ
て
み
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
互
い
に
結
び
つ
け

ら
れ
た
諸
現
象
は
扇
の
よ
う
な
も
の
を
形
づ
く
る
。
そ
れ
は
時
間
の
中
で
繰
り
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
時

に
、
知
に
よ
っ
て
の
み
捉
え
う
る
形
で
［
可
想
的
に
］
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
る
。
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マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
「
ユ
ダ
ヤ
」
は
、
彼
が
主
張
す
る
世
界
観
を
表
現
す
る
も
う
一
つ
の
用
語
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
生
の
哲
学
」
は
、「
深
く
ユ
ダ
ヤ
教
的
な
知
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」

と
並
ぶ
、
因
果
性
に
従
っ
て
諸
現
象
を
見
る
西
欧
近
代
の
知
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
時
間
的
な
順
次
性
の
法
則
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
同

時
的
な
事
象
で
は
な
く
、
過
去
の
事
象
の
現
在
に
お
け
る
想
起
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
場
合
に
も
人
間
は
、
同
時
的
な
事
象

に
対
す
る
と
き
と
同
様
に
、
諸
事
象
の
内
的
連
関
を
見
い
だ
し
、
過
去
の
表
象
と
い
う
シ
ス
テ
ム
へ
と
組
み
立
て
る
。
そ

し
て
そ
れ
こ
そ
が
人
間
に
と
っ
て
生
の
過
去
、
い
わ
ば
「
暖
め
ら
れ
た
」
過
去
な
の
で
あ
る
。

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
―
そ
れ
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
な
意
味
で
の
シ
ス
テ
ム
、
時
間
へ
の
従
属
か
ら
自
由
に
な
り
、
人
間
特
有
の

我
を
通
し
て
内
的
な
結
び
つ
き
に
従
属
し
た
諸
現
象
の
扇
の
よ
う
に
、
人
間
が
自
分
の
回
り
に
繰
り
広
げ
る
こ
と
の

で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
い
ま
便
宜
的
に
同
時
性
と
過
去
と
を
分
け
て
述
べ
た
が
、
実
際
に
は
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
思
考
は
深
く
一
元
的

だ
。
彼
の
念
頭
に
あ
る
の
は
「
周
囲
の
世
界
を
人
間
化
」
す
る
「
ユ
ダ
ヤ
的
」
で
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
な
」
営
為
―
生
に
根

ざ
し
た
営
み
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
対
象
と
な
る
事
象
が
現
在
で
あ
ろ
う
と
過
去
で
あ
ろ
う
と
、
本
質
的
な
違
い
は
認
め
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
留
意
す
べ
き
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
言
語
／
表
象
を
こ
そ
実
体
と
考
え
て
い

た
こ
と
だ
。
過
去
の
事
象
は
、
人
間
に
よ
っ
て
想
起
＝
表
象
さ
れ
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
現
在
に
お
け
る
実
体
性
を
得
る
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の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
過
去
の
想
起
＝
表
象
は
、
単
な
る
現
在
の
立
場
か
ら
の
恣
意
的
な
再
構
成
で
は
な
い
。
す
で
に
見

た
よ
う
に
、
事
象
と
人
間
が
同
じ
「
温
も
り
」
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
前
提
に
立
つ
と
き
、
現

在
の
立
場
か
ら
過
去
の
諸
事
象
に
内
的
連
関
を
見
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
過
去
の
側
の
要
請
が
現
在
に
お
い
て
結
実
す
る
こ

と
で
あ
る
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
人
間
と
世
界
の
あ
い
だ
の
親
和
性
と
同
じ
こ
と
が
、
現
在
と
過
去
の
諸
事

象
と
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
考
え
方
に
立
つ
場
合
、
現
存
す
る
様
々
な
言
語
表
象
こ
そ
、
人
間
の
過
去
の
総
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら

こ
そ
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
「
ロ
シ
ア
語
は
、
そ
れ
自
体
す
で
に
歴
史
的
」
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ロ
シ

ア
語
が
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
言
語
」
で
あ
る
こ
と
の
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
な
り
の
根
拠
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
。

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
と
の
異
同

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
一
九
〇
七
年
に
発
表
し
た
主
著
『
創
造
的
進
化
』
は
、
早
く
も
二
年
後
に
は
ロ
シ
ア
語
訳
が
刊
行
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降
、
一
〇
年
代
を
通
し
て
、
こ
の
「
生
の
哲
学
者
」
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
影
響
は
絶
大
だ
っ
た
㉒
。

　

そ
れ
は
ロ
シ
ア
で
も
「
生 zhizn’

」
を
こ
そ
基
底
的
な
実
体
と
見
な
す
思
想
が
隆
盛
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
う

ど
こ
の
時
期
に
文
学
的
自
己
を
形
成
し
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

　

た
し
か
に
芸
術
家
の
美
的
直
観
に
特
権
的
な
意
義
を
認
め
て
い
る
『
創
造
的
進
化
』
中
の
次
の
よ
う
な
一
節
は
、
マ
ン

デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
だ
。
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生
の
意
図
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
［
諸
事
象
］
の
線
を
突
っ
切
り
、
そ
れ
ら
を
結
び
合
わ
せ
そ
れ
ら
に
意
味
を
与
え
て

い
る
単
一
な
運
動
は
、
私
た
ち
の
目
か
ら
洩
れ
る
。
こ
の
意
図
を
摑
み
な
お
す
の
が
芸
術
家
の
狙
い
で
あ
る
。
芸
術

家
は
一
種
の
共
感
に
よ
っ
て
対
象
の
内
部
に
自
分
を
戻
し
、
自
分
と
対
象
と
の
あ
い
だ
に
空
間
が
つ
く
っ
た
障
壁
を

直
観
の
は
た
ら
き
で
崩
し
て
低
め
な
が
ら
目
的
を
は
た
す
。㉓

　

主
客
の
親
縁
性
を
想
定
し
、
受
肉
と
い
う
神
学
的
イ
メ
ー
ジ
に
擬
え
つ
つ
、
主
体
に
よ
る
客
体
の
本
質
的
な
把
握
の
結

実
を
語
る
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
の
詩
学
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
発
想
と
は
、
あ
き
ら
か
に
相
似
し
て
い
る
。
だ
が
マ

ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
学
と
『
創
造
的
進
化
』
と
の
あ
い
だ
に
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
相
違
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
と
め

る
と
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
（
一
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
『
創
造
的
進
化
』
第
四
章
に
お
い
て
、
映
画
や
ゼ
ノ
ン
の
法
則
を
例
に
挙
げ
、
直
観
や
運
動
の

連
続
性
を
空
間
的
な
表
象
に
還
元
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
を
「
時
間
的
な
順
次
性
の
法
則
に
従
属
す
る
仕
方
に
従
っ
て
み
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
そ
れ
ら

の
空
間
的
な
拡
が
り
［
延
長
］
の
仕
方
に
従
っ
て
み
て
い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
、
空
間
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
っ
て
い
る
。

す
で
に
一
度
言
及
し
た
論
考
「
言
葉
と
文
化
」
に
も
、「
詩
―
そ
れ
は
、
時
間
の
地
層
の
深
部
、
そ
の
黒
土
が
地
表
に
現

れ
る
よ
う
、
時
間
を
掘
り
起
こ
す
鍬
で
あ
る
」
と
の
一
節
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
詩
的
比
喩
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
か
も
し
れ

な
い
が
、
直
観
や
運
動
を
空
間
的
に
語
る
こ
と
に
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
あ
ま
り
抵
抗
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

149 



　
（
二
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
知
性
と
直
観
を
峻
別
し
、
知
性
は
理
解
し
た
も
の
を
言
語
化
・
概
念
化
で
き
る
が
、
そ
れ
は
静

態
的
で
あ
っ
て
生
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
直
観
と
は
生
の
持
続
そ
の
も
の
の
直
接
的
な
体
験
だ
が
、
こ
れ
を
静
態

的
で
あ
る
言
語
や
概
念
で
表
象
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の

が
、『
創
造
的
進
化
』
第
四
章
「
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
の
項
で
の
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
お
け
る
「
イ
デ

ア
」
の
否
定
で
あ
る
。
一
方
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
世
界
の
内
的
連
関
の
把
握
＝
直
観
を
言
語
化
し
う
る
、
と
い
う
よ

り
も
ほ
と
ん
ど
言
語
そ
れ
自
体
が
生
で
あ
り
、
持
続
で
あ
る
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
と
お

り
で
あ
る
。

　
（
三
）
し
た
が
っ
て
直
観
と
表
象
の
差
違
は
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て

は
、
生
の
持
続
は
直
観
に
よ
っ
て
体
験
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
直
裁
に
表
象
す
る
こ
と
は
困
難
な
次
元
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
直
観
と
表
象
の
差
違
を
想
定
せ
ず
、
対
象
を
言
語
化
す
る

こ
と
自
体
を
持
続
の
直
観
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
生
そ
れ
自
体
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
相
違
が
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
単
な
る
読
み
違
え
の
結
果
な
の
か
、
意
識
的
な
読
み
換
え
な
の
か
を
、
こ
こ

で
検
討
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
を
通
過
し
つ
つ
も
、
自
身
の
世
界
観

を
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
見
た
よ
う
な
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
よ
る
ベ
ル
ク

ソ
ン
の
い
わ
ば
誤
読
が
、
当
時
の
ロ
シ
ア
の
思
想
に
広
く
見
ら
れ
た
傾
向
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い

と
思
う
。

静
態
的
・
空
間
的
な
生
の
哲
学
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私
た
ち
は
そ
の
典
型
例
を
、
一
九
一
〇
年
代
初
頭
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
精
力
的
な
紹
介
者
で
あ
る
と
同

時
に
批
判
者
で
も
あ
っ
た
哲
学
者
ニ
コ
ラ
イ
・
ロ
ス
キ
ー
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
五
）
の
一
三
年
の
論
考
「
ベ
ル
ク
ソ
ン

の
解
釈
学
の
欠
陥
と
彼
の
形
而
上
学
に
対
す
る
そ
の
影
響
」㉔
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
考
で
ロ
ス
キ
ー
は
概
し
て

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
主
に
「
彼
が
世
界
に
見
て
い
る
の
が
、
た
だ
変
化
の
流
れ
だ
け
で
あ

る
」
こ
と
と
、
知
性
と
直
観
を
二
項
対
立
的
に
理
解
し
、
概
念
を
取
り
扱
う
知
性
は
世
界
の
実
体
に
至
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
の
二
点
を
批
判
し
て
い
る
。

　

ロ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
世
界
は
、
た
だ
盲
目
的
に
時
間
の
内
を
流
れ
過
ぎ
る
過
程
で
は
な
い
。
諸
々
の
で
き
ご
と
が
起

き
る
こ
の
世
界
は
、
プ
ラ
ト
ン
的
な
意
味
で
の
イ
デ
ア
に
立
脚
し
て
い
る
。
永
遠
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
静
態
的
で
あ

り
、
時
間
を
超
越
し
て
い
る
諸
々
の
イ
デ
ア
は
、
体
系
性
と
秩
序
性
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
備
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
時
間
軸
に
沿
っ
て
展
開
し
て
い
る
の
が
こ
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
知
性
と
直
観
を
峻
別
し
た
こ
と
は
、
誤
謬
で
あ
る
と
ロ
ス
キ
ー
は
言
う
。
イ
デ
ア
が
概

念
で
あ
り
、
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
以
上
、
そ
の
把
握
は
知
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
知
性
は
直
観
と
断
絶
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
様
相
の
一
つ
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
ト
的
な
意
味
で
の
イ
デ
ア
―
時
間
的
世
界
の
根
底
に
横
た
わ
る

超
時
間
的
な
原
理
を
把
握
す
る
能
力
な
の
で
あ
る
㉕
。

　

こ
の
論
考
で
ロ
ス
キ
ー
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
批
判
を
通
し
て
自
分
の
世
界
認
識
を
開
陳
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
稿
は
き

わ
め
て
思
弁
的
・
形
而
上
学
的
な
彼
の
哲
学
を
論
じ
る
場
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
と
比
較
す
る
な

ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
け
る
時
間
と
持
続
の
絶
対
的
優
位
に
対
し
て
、
と
も
に
実
体
を
空
間
的
・
静
態
的
に
語
っ
て
い
る

点
（
ロ
ス
キ
ー
の
イ
デ
ア
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
時
間
＝
地
層
の
イ
メ
ー
ジ
等
）
に
、
両
者
の
類
似
を
見
る
こ
と
が
で
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き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
よ
う
に
知
性
と
直
観
を
峻
別
せ
ず
、
実
体
を
言
語
や
概
念
で
表
象
で
き
る
と
す
る
点

で
も
、
両
者
は
一
致
し
て
い
る
。

　

違
い
と
言
え
ば
、
ロ
ス
キ
ー
が
プ
ラ
ト
ン
的
な
静
態
的
イ
デ
ア
を
実
体
と
し
て
想
定
し
、
そ
の
表
象
を
い
わ
ば
、
す
で

に
在
る
本
源
へ
の
回
帰
の
道
程
と
し
て
語
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」、
す
な
わ

ち
人
間
に
よ
る
事
象
の
「
温
め
」
＝
認
識
と
表
象
の
帰
結
と
し
て
、
言
葉
と
い
う
実
体
が
生
成
す
る
過
程
を
動
的
に
捉
え

よ
う
と
し
て
い
た
点
だ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
れ
は
事
象
間
の
内
的
な
連
関
の
言
語
化
と
い
う
ひ
と
つ
の
事
を
、
詩
人
が
人
間

に
寄
り
添
っ
た
立
場
か
ら
、
哲
学
者
が
俯
瞰
的
な
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
る
と
い
う
、
言
っ
て
み
れ
ば
拠
っ
て
立

つ
視
座
の
違
い
と
い
う
以
上
で
は
な
い
。

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
ロ
ス
キ
ー
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
私
に
は
確
定
で
き
て
い
な
い
。
だ

が
、
た
と
え
直
接
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
学

は
、
あ
き
ら
か
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
な
生
の
哲
学
を
受
容
し
つ
つ
、
そ
の
動
性
を
空
間
的
に
読
み
直
し
て
い
っ
た
一
九
一
〇

年
代
ロ
シ
ア
の
大
き
な
思
想
潮
流
に
棹
さ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
．『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
読
解

「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
の
実
践
と
し
て
の
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』

　

こ
こ
ま
で
一
九
二
二
年
の
論
考
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
に
関
し
て
や
や
詳
し
く
書
い
て
き
た
が
、
そ
れ
は
二
〇
年

代
後
半
の
マ
ン
デ
シ
タ
ー
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
憧
憬
が
、
こ
の
論
考
に
表
れ
て
い
た
よ
う
な
、
文
学
観
、
認
識
論
、
言
語
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観
、
文
明
史
観
等
々
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
彼
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
と
ア
ル
メ
ニ
ア
憧
憬
の
結
実
で
あ
る
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
と
の
強
い
つ
な
が
り
の
証
拠

は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
内
外
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
前
節
冒
頭
で
引
用
し
た
ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
の
回
想
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
の
草
稿
を
作
家
の
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
に
送
っ
た
際

に
添
付
し
た
一
九
三
三
年
四
月
五
日
付
け
の
手
紙
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
次
の
一
節
は
、
長
年
の
ア
ル
メ

ニ
ア
憧
憬
を
つ
い
に
言
語
化
し
え
た
と
い
う
詩
人
の
高
揚
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
自
負
の
言
が
「
言
葉
の
本
性
に
つ

い
て
」
で
の
ロ
シ
ア
語
の
イ
メ
ー
ジ
と
著
し
く
合
致
し
て
い
る
点
で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
―
こ
の
草
稿
は
、
生
き
て
い
る
人
間
の
よ
う
に
動
き
、
息
づ
い
て
い
ま
す
。
生
あ
る
者
が
生
あ
る
者
に
対

す
る
よ
う
に
答
え
か
け
、
格
闘
し
て
い
ま
す
。［
…
］

　

物
質
的
世
界
―
現
実
―
は
所
与
の
何
か
で
は
な
く
、
私
た
ち
と
共
に
生
成
し
て
く
る
の
で
す
。
所
与
が
現
実
と
な

る
た
め
に
は
、
言
葉
の
文
字
通
り
の
意
味
で
、
こ
れ
を
甦
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
が
学
問
で
あ

り
、
そ
れ
こ
そ
が
芸
術
な
の
で
す
。㉖

　

こ
の
一
節
を
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
の
言
葉
遣
い
を
用
い
て
言
い
換
え
る
な
ら
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
自
分
が

所
与
の
事
象
を
言
葉
に
よ
っ
て
「
暖
め
」、「
人
間
化
」
し
て
、
草
稿
と
い
う
「
響
き
、
語
る
肉
体
」
を
創
り
だ
し
た
と
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
が
「
物
質
的
世
界
―
現
実
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
西
欧
近
代
の
知
の
延
長
線
上
に
あ

る
だ
ろ
う
私
た
ち
に
は
な
じ
み
に
く
い
考
え
方
だ
が
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
言
葉
こ
そ
実
体
で
あ
る
と
い
う
立
場
だ
っ
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た
こ
と
は
、
前
節
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
の
テ
ク
ス
ト
自
体
に
も
、「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
と
の
呼
応
は
、
明
ら
か
に
認
め
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
第
三
章
「
モ
ス
ク
ワ
河
岸
地
区
」
の
次
の
一
節
が
そ
う
で
あ
る
。

　

植
物
と
は
、
テ
ル
ミ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
棒
に
よ
っ
て
抽
き
出
さ
れ
、
波
動
の
過
程
に
満
ち
た
領
域
で
鳴
っ
て
い
る
音

で
あ
る
。
植
物
―
そ
れ
は
宇
宙
で
永
遠
に
荒
れ
狂
っ
て
い
る
嵐
の
使
者
で
あ
り
、
石
に
も
稲
光
に
も
同
じ
ほ
ど
似
て

い
る
の
だ
。
こ
の
世
界
で
植
物
と
は
事
件
、
出
来
事
、
矢
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
あ
ご
ひ
げ
の
生
え
て
い
る
退
屈
な
発

達
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。㉗

　

こ
の
表
現
に
『
創
造
的
進
化
』
と
の
照
応
を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
世
界

の
全
事
象
の
根
源
を
「
生
」
の
運
動
に
求
め
、
そ
の
運
動
の
一
部
が
時
々
に
固
定
化
し
た
も
の
が
多
様
な
物
質
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
皆
、
根
源
的
な
「
生
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
れ
で
あ
り
、
等
し
く
「
生
」
の
動
性

を
潜
在
さ
せ
て
い
る
。

む
し
ろ
、さ
る
瞬
間
に
、空
間
内
の
し
か
じ
か
の
点
で
、は
っ
き
り
と
そ
れ
と
わ
か
る
ひ
と
つ
の
流
れ
が
源
を
発
し
た
。

そ
し
て
こ
の
生
命
の
流
れ
が
、物
体
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
有
機
組
織
化
し
つ
つ
そ
れ
を
通
り
ぬ
け
、世
代
か
ら
世
代
へ
と
う

つ
り
、
力
を
少
し
で
も
失
う
ど
こ
ろ
か
す
す
む
に
つ
れ
て
か
え
っ
て
強
ま
り
な
が
ら
、種
に
分
れ
個
体
に
ち
ら
ば
っ
て

き
た
、
と
で
も
い
お
う
か
。［
…
］
進
化
は
幾
百
万
も
の
個
体
を
仲
立
ち
に
し
て
末
広
が
り
の
諸
線
上
に
お
こ
な
わ
れ
、
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し
か
も
そ
れ
ら
の
線
が
お
の
お
の
ま
た
分
岐
点
に
ぶ
つ
か
っ
て
は
そ
こ
か
ら
新
し
い
道
が
放
射
さ
れ
る
、と
い
う
よ
う

に
し
て
果
し
な
く
す
す
ん
で
き
た
。
も
し
私
の
仮
説
に
根
拠
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
道
に
沿
っ
て
は
た
ら

く
本
質
的
な
諸
原
因
が
心
理
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
原
因
は
結
果
が
多
岐
に
分
れ
て
も
、
ち
ょ
う

ど
昔
わ
か
れ
た
仲
間
が
お
な
じ
幼
児
の
思
い
出
を
懐
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
何
か
共
通
な
も
の
を
保
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
部
分
を
運
動
し
つ
づ
け
さ
せ
て
い
る
も
の
は
、
依
然
と
し
て
全
体
に
わ
た
る
元

の
は
ず
み
な
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
部
分
に
は
全
体
の
な
か
の
何
か
が
存
続
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。㉘

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
一
節
は
、
こ
の
よ
う
な
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
生
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
奏
で
あ
る
。
個
々
の
表
現
に

つ
い
て
言
え
ば
、「
植
物
は
事
件
、
出
来
事
、
矢
で
あ
る
」
は
「
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ル
」（
生
の
は
ず
み
）
を
、「
波
動
の

過
程
に
満
ち
た
領
域
」
や
「
宇
宙
で
永
遠
に
荒
れ
狂
っ
て
い
る
嵐
」
は
、「
生
」
の
運
動
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
世

界
の
各
事
象
が
「
生
」
と
い
う
単
一
の
運
動
の
「
使
者
」
＝
表
れ
で
あ
る
以
上
、「
植
物
」
も
「
音
」
も
「
石
」
も
「
稲

光
」
も
本
質
的
に
は
同
源
で
あ
り
、
親
縁
的
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
思
考
に
お
い
て
、
文
学
観
や
言
語
観
や
認
識
論
、
文
明
観
等
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
私
た
ち
が
日
常
的
に
別
々
の
領
域
に
区
分
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
―
た
と
え
ば
無
機
物
と

有
機
物
、
石
と
言
葉
等
々
―
が
ほ
と
ん
ど
同
一
視
さ
れ
た
り
、
結
び
付
け
ら
れ
た
り
す
る
場
合
が
多
い
の
も
、
こ
の
詩
人

の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
表
現
上
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
基
底
に
一
元
的
に
「
生
の
運

動
」
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
思
考
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
例
は
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀

行
』
や
、
詩
人
が
『
紀
行
』
に
期
し
た
意
図
が
よ
り
率
直
に
記
さ
れ
て
い
る
草
稿
に
も
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。
た
と
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え
ば
草
稿
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

　

も
し
も
音
に
覆
わ
れ
て
い
る
状
態
（zvukoodetost’

）、
石
の
血
統
性
（kam

ennokrovnost’

）、
そ
し
て
堅
固
な
石
性

（tverdokam
ennost’

）
を
正
当
で
日
常
的
に
本
質
的
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ら
、

私
が
ア
ル
メ
ニ
ア
に
滞
在
し
た
の
も
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
。㉙

　
「
音
」「
石
」「
血
」
と
い
っ
た
、
日
常
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
範
疇
に
入
れ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
事
象
を
結
合

し
て
把
握
す
る
こ
と
を
「
正
当
」
か
つ
「
本
質
的
」
と
見
な
し
、
そ
の
よ
う
な
志
向
と
ア
ル
メ
ニ
ア
滞
在
と
を
直
結
し

て
考
え
て
い
る
こ
の
引
用
ひ
と
つ
取
っ
て
み
て
も
、「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
お
よ
び
背
後
に
あ
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学

と
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
と
の
強
い
結
び
つ
き
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
つ
い
て
の
記
述
と
並
ん
で
、
生
物
学
（
ラ

マ
ル
ク
の
進
化
論
、
一
八
世
紀
の
博
物
学
者
た
ち
）
や
言
葉
の
問
題
（
マ
ル
と
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
）、
視
覚
の
変
容
（
フ
ラ

ン
ス
印
象
主
義
絵
画
）
等
に
つ
い
て
も
、
言
及
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
問
題
系
は
大
き
く
は
ア
ル

メ
ニ
ア
と
い
う
主
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
が
、
諸
系
列
間
の
連
関
は
、
す
で
に
引
用
し
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
自
身

の
言
い
方
を
用
い
る
な
ら
、「
時
間
的
な
順
次
性
の
法
則
に
従
属
す
る
」
の
で
は
な
く
、「
内
的
な
結
び
つ
き
」
に
基
づ

い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
語
り
の
順
序
に
沿
う
の
で
は

な
く
、
主
題
系
列
ご
と
に
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
同
じ
諸
主
題
に
つ
い
て
同
時
期
に
書
か
れ
た
他
の
テ
ク
ス
ト
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も
、
必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
。

ラ
マ
ル
ク
の
進
化
の
「
遡
行
」

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
第
六
章
に
当
た
る
「
博
物
学
者
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
ン
ネ
、

ビ
ュ
フ
ォ
ン
、
パ
ラ
ス
、
ラ
マ
ル
ク
、
そ
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
い
っ
た
十
八
―
十
九
世
紀
の
博
物
学
者
や
進
化
論
の
提
唱

者
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
章
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
意
図
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

詩
的
な
示
唆
に
満
ち
た
こ
の
章
の
意
図
は
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
発
表
の
前
年
、
一
九
三
二
年
四
月
一
九
日
に
『
共

産
主
義
教
育
』
紙
に
掲
載
さ
れ
た
同
名
の
エ
ッ
セ
イ
の
方
に
、
よ
り
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

作
家
―
博
物
学
者
は
自
分
の
文
体
を
選
択
す
る
の
で
も
、
文
体
を
で
き
上
が
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
取
る
の
で
も

な
い
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
的
方
法
は
、
学
問
的
素
材
の
特
定
の
組
織
化
を
前
提
と
し
て
い
る
。
文
体
は
世
界
観
と
学
者

の
諸
課
題
に
奉
仕
す
る
の
で
あ
る
。
自
然
科
学
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
学
問
的
、
文
学
的
な
問
題
は
明
瞭
に
見
て

取
れ
る
。
す
べ
て
の
危
機
的
な
世
紀
に
、
自
然
科
学
は
世
界
観
を
め
ぐ
る
闘
争
だ
っ
た
。㉚

　
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
な
ど
の
論
考
と
対
照
す
る
な
ら
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
エ
ッ
セ
イ
冒
頭
の
こ
の
一
節

で
、
自
分
の
世
界
観
に
合
致
し
た
文
体
を
素
材
の
組
織
化
を
通
じ
て
獲
得
す
る
と
い
う
博
物
学
者
の
営
為
に
、
近
代
西

欧
文
化
に
も
な
お
残
さ
れ
て
い
た
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
―
詩
人
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
非
常
に
か
す
か
な
、
目
的
論
的
な

（teleologicheskii

）
温
も
り
に
よ
っ
て
世
界
を
暖
め
る
こ
と
」
―
を
見
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
自
然
科
学
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
＝
目
的
論
的
な
志
向
を
完
全

に
放
棄
し
た
最
初
の
著
作
こ
そ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
だ
っ
た
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
作
に
顕
著
な
散
文
性
は
、
深
く
歴
史
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
自

然
科
学
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
雄
弁
術
と
修
辞
学
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
目
的
論
的
な
パ
ト
ス
（teleologicheskii 

pafos
）
を
追
放
し
た
。
彼
は
散
文
的
で
あ
る
た
め
の
勇
気
を
持
っ
て
い
た
。
じ
つ
に
多
く
の
語
る
べ
き
こ
と
を
持
ち

な
が
ら
も
、
自
分
の
感
謝
の
念
に
つ
い
て
も
歓
喜
の
情
に
つ
い
て
も
、
誰
に
も
何
ら
負
う
と
こ
ろ
は
な
い
と
感
じ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。㉛

　

エ
ッ
セ
イ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
新
時
代
の
旗
手
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
「
言
葉
の
本
性
に
つ

い
て
」
で
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
目
的
論
的
な
志
向
を
こ
そ
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
『
共

産
主
義
教
育
』
紙
と
い
う
発
表
媒
体
に
配
慮
し
た
結
果
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
実
際
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
中
の
同
名

の
章
で
は
、
リ
ン
ネ
や
ラ
マ
ル
ク
、
と
り
わ
け
後
者
に
深
い
共
感
が
寄
せ
ら
れ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
名
指
し
こ
そ
さ
れ
な
い

も
の
の
、
事
実
上
糾
弾
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
マ
ル
ク
は
生
き
た
自
然
（zhivaia priroda

）
の
名
誉
の
た
め
に
、
剣
を
手
に
し
て
戦
っ
た
。
彼
が
一
九
世
紀
の
科

学
的
野
蛮
人
ほ
ど
に
た
や
す
く
進
化
と
和
解
し
て
い
た
と
お
考
え
だ
ろ
う
か
？　

思
う
に
、
自
然
の
た
め
の
羞
恥
の

感
情
が
、
ラ
マ
ル
ク
の
浅
黒
い
頬
に
火
を
つ
け
た
の
だ
。
彼
は
種
の
変
異
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
く
だ
ら
な
い
営
為
を
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自
然
に
許
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。㉜

　

こ
の
よ
う
に
詩
人
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
非
目
的
論
的
進
化
論
（
突
然
変
異
説
と
自
然
淘
汰
説
）
と
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
を

対
称
的
に
語
っ
た
う
え
で
、
後
者
を
讃
え
、
自
分
自
身
も
ラ
マ
ル
ク
の
よ
う
で
あ
り
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

ラ
マ
ル
ク
と
共
に
生
物
の
階
段
を
逆
に
下
降
し
て
い
く
動
き
に
は
、
ダ
ン
テ
の
偉
大
さ
が
あ
る
。
有
機
的
存
在
の

最
も
低
次
の
形
態
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
地
獄
で
あ
る
。［
…
］
そ
し
て
私
は
突
然
、
こ
の
化
け
物
の
描
か
れ
た
目
で

自
然
を
眺
め
た
い
と
い
う
荒
々
し
い
願
望
に
、
自
分
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。㉝

　

こ
の
記
述
で
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
ラ
マ
ル
ク
の
著
作
『
動
物
哲
学
』（
一
八
〇
九
）
第
六
章
「
動
物
鎖
列
に
於

て
、
一
端
か
ら
他
端
に
、
最
も
複
雑
な
も
の
か
ら
最
も
単
純
な
も
の
の
方
に
進
む
に
つ
れ
て
見
ら
れ
る
体
制
上
の
遞
降
及

び
単
純
化
」㉞
を
踏
ま
え
て
い
る
。
題
名
の
と
お
り
、
こ
の
章
は
脊
椎
動
物
（
哺
乳
類
→
鳥
類
→
爬
虫
類
）
の
記
述
か
ら
始

ま
り
、「
脊
柱
の
消
失
」
と
い
う
題
の
節
を
経
て
、
無
脊
椎
動
物
の
記
述
へ
と
至
っ
て
い
る
。
そ
の
記
述
も
ま
た
軟
体
類

か
ら
始
ま
っ
て
、
し
だ
い
に
単
純
な
し
く
み
の
類
へ
と
考
察
を
進
め
、「
最
も
完
全
な
動
物
に
本
質
的
な
若
干
器
官
の
消

滅
」、「
神
経
系
統
の
消
失
」、「
生
殖
器
官
の
消
失
」、「
視
官
の
消
失
」
へ
の
言
及
を
経
て
、
最
後
に
は
当
時
も
っ
と
も
原

始
的
な
動
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
滴
虫
類
に
及
ん
で
い
る
。
ラ
マ
ル
ク
は
こ
の
章
で
、
い
わ
ば
進
化
の
道
筋
を
逆
に
た
ど

り
、
進
化
の
源
点
へ
と
遡
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』「
博
物
学
者
を
め
ぐ
っ
て
」
の
章
で
、
自
分
も
ラ
マ
ル
ク
の
ひ
そ
み
に
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倣
い
た
い
と
の
希
望
を
に
じ
ま
せ
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
れ
が
け
っ
し
て
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
先
の
引
用
で
、
ラ
マ
ル
ク
の
下
降
に
は
「
ダ
ン
テ
の
偉
大
さ
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に

も
、「
ラ
マ
ル
ク
は
種
の
間
の
深
淵
を
感
じ
て
い
る
。
彼
は
進
化
の
系
列
の
休
止
符
と
切
分
法
を
耳
に
し
て
い
る
。
拡
大

鏡
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
と
き
、
ラ
マ
ル
ク
は
目
を
泣
き
腫
ら
し
て
い
た
。
自
然
科
学
に
お
い
て
彼
は
唯
一
、
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
的
な
人
物
で
あ
る
」
と
の
一
節
も
あ
る
㉟
。
ラ
マ
ル
ク
に
よ
る
進
化
の
過
程
の
遡
行
は
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
で

は
悲
劇
的
な
営
為
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
劇
性
は
、
一
九
三
二
年
五
月
七
―
九
日
、
す
な
わ
ち
『
共
産
主
義
教
育
』
紙
に
論
考
「
博
物
学
者
を
め

ぐ
っ
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
か
ら
数
週
間
後
、
お
そ
ら
く
詩
人
が
翌
年
の
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
発
表
の
た
め
に
原
稿
の
準

備
を
進
め
て
い
た
時
期
に
書
か
れ
た
詩
『
ラ
マ
ル
ク
』
で
、
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
進
化
の
過
程
を
遡

行
す
る
の
は
「
ぼ
く
」
で
あ
る
（「
ラ
マ
ル
ク
の
動
く
階
梯
の
上
／
ぼ
く
は
最
終
段
に
い
る
の
だ
」）。「
最
終
段
」
す
な
わ

ち
人
間
の
立
場
か
ら
、「
ぼ
く
」
は
進
化
の
源
へ
と
下
降
し
て
い
く
。
そ
の
途
中
に
「
視
覚
は
な
い　

お
ま
え
は
最
後
に

見
て
い
る
の
だ
」「
音
の
し
ら
べ
は
も
う
た
く
さ
ん
だ
［
…
］
蜘
蛛
の
沈
黙
が
お
と
ず
れ
／
こ
こ
に
は
ぼ
く
ら
の
力
よ
り

お
そ
ろ
し
い
破
滅
」
な
ど
と
「
彼
は
言
っ
た
」
と
の
詩
句
が
く
り
返
し
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
に
言
及
し
た

『
動
物
哲
学
』
第
六
章
の
記
載
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
（「
彼
」
と
は
ラ
マ
ル
ク
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
）。

　

こ
の
詩
は
、「
ま
る
で
ぼ
く
ら
を
必
要
と
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
」
に
「
自
然
が
ぼ
く
ら
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
」
世
界
、「
緑
の
墓　

赤
い
呼
吸
／
し
な
や
か
な
笑
い
を
持
つ
も
の
の
た
め
」
の
世
界
、
す
な
わ
ち
「
有
機
的
存
在
の

最
も
低
次
」
の
領
域
に
「
ぼ
く
」
が
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
進
化
過
程
を
遡
行
す
る
営
為
の
悲

劇
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
言
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
㊱
。
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こ
の
よ
う
な
遡
行
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
他
の
主
題
系
と
同
様
、『
ア
ル
メ
ニ
ア

紀
行
』
の
テ
ク
ス
ト
中
に
は
説
明
が
な
い
。
だ
が
、「
創
造
的
進
化
」
を
逆
に
た
ど
る
こ
の
営
為
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
い

う
生
の
運
動
そ
れ
自
体
へ
と
没
入
す
る
過
程
、
す
な
わ
ち
直
観
に
相
当
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、
本
源
へ
の
遡
行
は
マ
ン
デ

リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
、
証
明
を
必
要
と
し
な
い
公
理
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
場
合
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
は
異
な
り
、
生
を
直
観
す
る
こ

と
と
表
象
す
る
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
厳
密
な
区
別
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
の
確
信
に
よ
れ
ば
、
生
の
本
源
へ
の
遡
行

が
い
か
に
偉
大
で
悲
劇
的
な
行
為
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
経
験
（
直
観
）
は
必
ず
や
言
語
化
さ
れ
る
。

　

確
か
に
『
ラ
マ
ル
ク
』
の
詩
テ
ク
ス
ト
に
は
、
こ
の
よ
う
な
言
語
化
の
過
程
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
だ
が
マ
ン
デ
リ
シ

タ
ー
ム
に
し
て
み
れ
ば
、
ラ
マ
ル
ク
の
言
説
や
自
分
の
つ
む
ぐ
言
葉
そ
れ
自
体
が
生
の
言
表
＝
実
体
な
の
で
あ
る
。
実

際
、
ラ
マ
ル
ク
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、『
動
物
哲
学
』
第
八
章
「
動
物
の
自
然
序
次
に
就
て
、
並
び
に
そ
の
全
般
配
類
を

自
然
の
序
次
そ
の
も
の
に
一
致
さ
せ
る
た
め
に
動
物
に
与
う
べ
き
配
位
に
就
て
」
で
は
、
第
六
章
と
は
正
反
対
に
、
無

脊
椎
動
物
か
ら
脊
椎
動
物
へ
、「
滴
虫
類
」
か
ら
「
人
類
」
に
至
る
進
化
過
程
に
沿
っ
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
㊲
。
第
六

章
が
「
生
物
の
階
段
を
下
降
し
て
い
く
動
き
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
八
章
は
同
じ
階
段
を
上
昇
し
て
く
る
動
き
な
の

だ
。『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
で
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
ラ
マ
ル
ク
を
高
く
評
価
し
、
彼
に
共
感
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
一
世
紀
以
上
前
に
『
動
物
哲
学
』
を
著
し
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
学
者
に
、
生
の
運
動
を
直
観
＝
表
象
す
る
と
い
う

自
分
の
理
想
の
先
達
を
見
い
だ
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
へ
の
こ
の
よ
う
な
言
及
に
は
、
詩
人
が
ア
ル
メ
ニ
ア
滞
在
の
前
後
に
新
ラ
マ
ル
ク
学
派
の
生
物
学

者
ボ
リ
ス
・
ク
ー
ジ
ン
（
一
九
〇
三
―
七
三
）
と
親
し
く
交
友
し
て
い
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
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『
創
造
的
進
化
』
に
お
い
て
、
ラ
マ
ル
ク
と
新
ラ
マ
ル
ク
学
派
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
な
ど
他
の
進
化
論
の
学
説
に
比
し
て
、

相
対
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。㊳

ア
ル
メ
ニ
ア
語
と
マ
ル
の
影

　

ア
ル
メ
ニ
ア
を
憧
憬
し
て
い
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
当
然
ア
ル
メ
ニ
ア
語
を
学
習
し
て
い
る
の
だ
が
、『
ア
ル
メ

ニ
ア
紀
行
』
や
そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
そ
の
過
程
で
詩
人
が
抱
い
た
印
象
や
感
想
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

お
前
の
不
気
味
な
言
語
が
／
お
前
の
若
き
柩
が
私
に
は
な
ん
と
愛
し
い
こ
と
か
。
／
そ
こ
で
は
文
字
は
鍛
冶
屋
の
や
っ

と
こ
、
／
言
葉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
鎹
…
㊴

ア
ラ
ラ
ト
の
谷
の
棘
の
あ
る
言
葉
―
／
野
生
の
猫
―
ア
ル
メ
ニ
ア
の
発
話
―
／
藁
混
じ
り
の
粘
土
の
街
々
の
肉
食
の

言
語
―
／
飢
え
た
る
煉
瓦
た
ち
の
言
…
㊵

　

コ
ー
カ
サ
ス
滞
在
中
に
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
詩
の
表
現
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
を
一
種
原
始
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
描
き
出
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
原
始
性
が
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
主
観
的
に
は
軽
侮
あ
る
い
は
蔑
視
す
べ
き

も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
中
の
次
の
よ
う
な
一
節
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
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ロ
シ
ア
人
の
唇
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
響
き
を
発
声
す
る
こ
と
の
喜
び
を
私
は
経
験
し
た
。
そ
れ
は
神
秘
的
だ
が
無

頼
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
あ
る
深
み
に
お
い
て
は
破
廉
恥
で
さ
え
あ
る
よ
う
な
響
き
で
あ
る
。㊶

　

た
し
か
に
ア
ル
メ
ニ
ア
語
を
表
現
す
る
に
当
た
っ
て
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
「
不
気
味
」「
野
生
」「
神
秘
的
」「
無

頼
」「
破
廉
恥
」
等
の
両
義
的
な
形
容
を
重
ね
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
の
言
語
は
詩
人
に
と
っ
て

「
愛
し
い
」
も
の
で
あ
り
、「
喜
び
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
を
め
ぐ
る
記
述
の
中
に
、
し
ば
し
ば
言
語
学
者
の
ニ
コ
ラ
イ
・
マ

ル
や
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

頭
（golova

）
は
ア
ル
メ
ニ
ア
語
で
《kh

》
の
後
に
短
い
気
音
を
伴
い
、《l

》
を
軟
ら
か
く
発
音
し
てglukh’e 

と
い

う
。
ロ
シ
ア
語
と
同
根
だ
…
…
ヤ
フ
ェ
ッ
ト
学
派
的
新
発
見
？
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。㊷

　

世
界
諸
言
語
の
単
一
起
源
説
を
主
張
し
て
、
一
時
期
は
ソ
連
言
語
学
の
主
流
と
さ
れ
た
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
は
、
今
日
で
は

そ
の
学
術
性
を
全
面
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
が
㊸
、
こ
の
学
派
の
始
祖
と
さ
れ
る
マ
ル
は
本
来
、
コ
ー
カ
サ
ス
諸
言
語
の

優
れ
た
研
究
者
だ
っ
た
。『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
中
に
は
「
私
は
と
き
お
り
夜
中
に
目
が
覚
め
、
マ
ル
の
文
法
書
で
変
化

を
く
り
か
え
し
口
に
出
し
て
み
た
」㊹
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
ど
う
や
ら
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
マ
ル
が
作
成
し
た
教
科
書

で
ア
ル
メ
ニ
ア
語
を
勉
強
し
て
い
た
ら
し
い
。『
紀
行
』
中
の
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
に
関
す
る
言
及
は
、「
マ
ル
の
ヤ
フ
ェ
ト
と

い
う
虚
構
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
敵
意
」
を
抱
い
て
い
る
印
欧
学
派
の
教
授
が
登
場
し
た
り
㊺
、
チ
フ
リ
ス
出
身
の
大
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学
院
生
か
ら
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
の
説
明
を
受
け
て
い
る
う
ち
に
詩
人
が
退
屈
を
感
じ
た
り
す
る
な
ど
㊻
、
必
ず
し
も
肯
定
的

と
ば
か
り
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
言
及
の
頻
度
の
高
さ
は
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。

　

実
際
、
マ
ル
の
言
語
観
・
文
明
史
観
と
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
な
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
的
文
明
観
と
の
間
に
は
、

著
し
い
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
マ
ル
が
一
九
二
〇
年
六
月
九
日
に
行
っ
た
報
告
に
基
づ
く
論
考
「
ヤ
フ
ェ
ト
的

コ
ー
カ
サ
ス
と
地
中
海
文
化
の
創
造
に
お
け
る
第
三
人
種
的
要
素
」
と
、
前
節
で
考
察
し
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
学

と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
両
者
の
第
一
の
類
似
点
は
、
そ
の
文
明
史
観
で
あ
る
。
マ
ル
は
一
九
一
〇
年
代
に
、
実
証
的
な
言
語
学
者
だ
っ
た
従
来
か

ら
一
転
し
て
、
世
界
の
諸
言
語
の
単
一
起
源
説
と
そ
れ
に
基
づ
く
壮
大
な
文
明
史
観
を
主
張
し
始
め
た
の
だ
が
、「
ヤ
フ
ェ

ト
的
コ
ー
カ
サ
ス
と
地
中
海
文
化
の
創
造
に
お
け
る
第
三
人
種
的
要
素
」
に
は
学
風
を
一
変
し
た
後
の
彼
の
主
張
が
明

瞭
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
マ
ル
は
、
世
界
諸
言
語
の
起
源
で
あ
る
ヤ
フ
ェ
ト
諸
語
は
地
中
海
文
明
圏
の
言
葉
だ
っ
た

が
、
こ
の
文
明
圏
は
印
欧
語
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
分
断
さ
れ
た
と
の
説
を
提
唱
し
て
い
る
（
分
断
さ
れ
た
東
端

が
コ
ー
カ
サ
ス
で
あ
る
）。
そ
れ
ぞ
れ
マ
ル
が
無
文
字
時
代
を
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
地
中
海
圏
を
世
界
の
言
語
や
文
明
の
基
点
と
考
え
て
い
る
点
で
両
者
は
一
致
し
て
い
る
。

　

第
二
の
類
似
点
は
言
語
観
で
あ
る
。
マ
ル
の
論
考
に
は
、
た
と
え
ば
「
西
洋
の
文
化
に
対
す
る
ヤ
フ
ェ
ト
語
族
の
貢
献

に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
物
質
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
物
質
に
関
す
る
知
識
、
そ
の
最
初
の
定
義
で
あ
る
術
語
と
技
術
的

な
使
用
、
す
な
わ
ち
行
為
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
」
と
の
一
節
が
あ
る
㊼
。
も
の
や
事
象
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
人
間
の
認
識
の
結
実
で
あ
る
言
葉
に
こ
そ
実
体
性
を
認
め
て
い
る
点
で
、
マ
ル
の
言
語
観
は
マ
ン
デ
リ
シ

タ
ー
ム
の
詩
学
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
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第
三
点
は
、
ひ
と
た
び
成
立
し
た
言
語
が
滅
び
る
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
現
在
の
諸
語
は
必
ず
や
過
去
の
言
語
の

痕
跡
や
余
韻
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
確
信
で
あ
る
。
マ
ル
は
論
考
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

［
…
］
ヤ
フ
ェ
ト
言
語
は
、
野
蛮
人
だ
っ
た
印
欧
語
族
の
襲
来
以
前
に
存
在
し
て
い
た
文
化
を
創
造
し
た
諸
民
族
の

言
語
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
言
語
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
根
絶
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
非
在
の
世
界
に

去
っ
た
の
で
は
な
い
。
死
滅
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
新
し
い
民
族
形
成
、
言
語
創
生
の
過
程
で
用
い

ら
れ
て
、
そ
の
生
活
様
式
や
自
然
な
発
話
、
す
な
わ
ち
新
た
に
生
じ
た
民
族
の
心
理
・
精
神
の
中
へ
と
退
い
た
の
で

あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
以
前
、
ロ
ー
マ
以
前
の
地
中
海
文
明
の
創
設
者
た
ち
は
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
文
化
の
創
設
へ
の

参
加
を
止
め
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
ヤ
フ
ェ
ト
言
語
学
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
た
び
創
設
さ
れ
た
何
か
が
世
界

で
滅
び
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
交
叉
と
異
種
交
配
は
形
を
変
え
て
今
日
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。㊽

　

こ
の
よ
う
な
確
信
か
ら
、
マ
ル
は
い
わ
ゆ
る
「
四
要
素
分
析
法
」
―
す
べ
て
の
言
語
は
ヤ
フ
ェ
ト
言
語
に
起
源
を
持
つ

四
つ
の
単
音
節
構
造
の
交
叉
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
祖
型
と
し
て
い
る
と
い
う
、
学
術
的
に
は
荒
唐
無

稽
な
説
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
の
だ
が
、
私
た
ち
が
こ
こ
で
重
視
す
べ
き
は
言
語
学
と
し
て
の
現
実
妥
当
性
で
は
な
く
、

マ
ル
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
の
方
で
あ
る
。
マ
ル
の
言
語
理
論
が
生
物
学
の
モ
デ
ル

に
近
い
こ
と
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
㊾
、「
ひ
と
た
び
創
設
さ
れ
た
何
か
が
世
界
で
滅
び
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
確
信
、
言
語
や
種
は
形
を
変
え
つ
つ
も
必
ず
や
保
た
れ
続
け
る
と
い
う
確
信
は
、
突
然
変
異
と

自
然
選
択
に
よ
る
種
の
交
代
を
想
定
し
て
い
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
よ
り
も
、
生
の
運
動
が
そ
の
時
々
に
形
を
な
し
て
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い
く
と
い
う
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
創
造
的
進
化
」
の
方
に
近
い
。

　

マ
ル
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
諸
言
語
は
ヤ
フ
ェ
ト
諸
語
を
基
点
と
し
て
交
叉
に
よ
っ
て
変
遷
を
重
ね
て
き
た
も
の
だ
が
、

し
か
し
「
前
歴
史
段
階
の
土
壌
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
」、「
生
き
た
会
話
が
人
間
化
し
た
ば
か
り
の
正
に
そ
の

時
点
で
の
言
語
の
状
態
と
の
つ
な
が
り
を
保
っ
て
い
る
」㊿
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
言
語
か
ら
ひ
と
続
き
の
過
程
を
逆
向

き
に
進
み
、
言
語
と
文
化
の
基
点
た
る
ヤ
フ
ェ
ト
諸
語
ま
で
遡
行
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
―
ち
ょ

う
ど
ラ
マ
ル
ク
に
よ
る
進
化
の
階
梯
の
下
降
と
同
じ
よ
う
に
。

　

実
際
、
マ
ル
の
論
考
に
は
、
言
語
が
ヤ
フ
ェ
ト
語
を
最
下
段
と
す
る
地
層
の
集
積
で
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
が
し
ば
し

ば
現
れ
て
お
り
、
ヤ
フ
ェ
ト
語
の
習
得
も
ま
た
、
あ
た
か
も
幾
重
に
も
積
み
重
な
っ
た
時
代
の
層
を
掘
り
下
げ
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
ヤ
フ
ェ
ト
語
族
と
と
も
に
地
中
海
文
化
層
ま
で
沈
潜
で
き
る
。［
…
］
物
質
的
に
言
っ
て
私
た
ち
は
ヤ

フ
ェ
ト
諸
語
と
と
も
に
青
銅
器
時
代
と
銅
の
時
代
に
ま
で
下
降
で
き
る
、
地
中
海
圏
地
域
で
は
、
さ
ら
に
新
石
器
時

代
ま
で
下
降
で
き
る
。�

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
と
マ
ル
の
論
考
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
世
界
文
化
の
基
底
と
し

て
地
中
海
圏
を
想
定
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
を
そ
の
一
端
と
見
て
い
る
こ
と
、
言
語
を
地
層
の
よ
う
な
集
積
と
捉
え
、
そ
の
中

に
歴
史
の
一
切
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
両
者
は
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
違
い
と
い
え
ば
、
マ
ル

が
ヤ
フ
ェ
ト
諸
語
の
側
か
ら
の
記
述
に
徹
し
、
そ
れ
ら
の
交
叉
に
よ
る
人
間
言
語
の
無
限
の
生
成
を
語
っ
た
の
に
対
し
、
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マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
ロ
シ
ア
語
の
側
か
ら
思
考
し
、
こ
の
言
語
に
過
去
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
と
記
述
し
た
こ
と

だ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
れ
は
同
じ
言
語
観
・
文
明
観
を
、
マ
ル
は
過
去
か
ら
未
来
を
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
現
在
か
ら
過

去
を
見
る
と
い
う
、
異
な
る
視
座
か
ら
語
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
で
提
示
し
た
命
題
の
実
践
で
あ
り
、
生
と
文
化
の
本
源
へ

と
遡
行
す
る
旅
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
お
い
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
の
学
習
が
言
葉
の
源
泉
へ
の

回
帰
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
ア
ル
メ
ニ
ア
語
が
両
義
的
に
形
容
さ
れ
、
し
か
し
最
終
的
に

は
詩
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
詩
人
が
ア
ル
メ
ニ
ア
語

を
言
葉
の
源
泉
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
引
用
で
あ
る
。

　

見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
―
―
か
つ
て
、
こ
れ
ら
が
意
味
す
る
営
為
は
、
す
べ
て
一
つ
の
意
味
論

的
な
房
の
中
で
融
け
合
っ
て
い
た
。
発
話
の
最
も
深
い
段
階
に
お
い
て
は
概
念
な
ど
存
在
せ
ず
、
た
だ
方
向
性
と
恐

怖
と
渇
望
、
欲
求
と
懸
念
だ
け
が
あ
っ
た
の
だ
。「
頭
」
と
い
う
概
念
は
、
幾
千
年
も
の
あ
い
だ
に
、
ぼ
ん
や
り
と
し

て
曖
昧
な
房
か
ら
形
作
ら
れ
た
も
の
だ
。
聾
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
そ
の
象
徴
と
な
っ
た
。�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ア
ル
メ
ニ
ア
語
は
人
間
の
感
性
が
ま
だ
分
化
し
て
お
ら
ず
、
概
念
と
し
て
客
体
化
す
る
以
前
、
純
粋
に
感
覚
や
志
向
の

み
か
ら
言
葉
が
生
じ
て
い
た
時
代
の
痕
跡
を
今
な
お
維
持
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
現
代
の
言

語
学
の
見
地
か
ら
見
て
学
問
的
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
が
、
ロ
シ
ア
語
の
詩
人
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
ア
ル
メ

ニ
ア
語
の
会
得
は
、
い
わ
ば
分
岐
し
た
言
語
樹
の
先
端
か
ら
、
そ
の
基
点
へ
と
遡
行
す
る
営
為
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
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い
た
の
で
あ
る
―
ち
ょ
う
ど
ラ
マ
ル
ク
に
よ
る
進
化
の
過
程
の
逆
行
の
よ
う
に
。

　

研
究
者
の
Ｂ
・
ガ
ス
パ
ロ
フ
は
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
詩
『
ラ
マ
ル
ク
』
を
詳
細
に
分
析
し
た

論
考
の
中
で
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
ラ
マ
ル
ク
に
よ
る
進
化
の
階
梯
の
下
降
が
、
と
り
わ
け
文
化
や
言
語
の
歴

史
を
遡
行
す
る
営
為
と
相
同
的
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
�
。
実
際
、
先
の
引
用
の
末
尾
で
、
未
分
化
の
発
話
の
象

徴
が
「
聾
の
状
態
」
で
あ
る
と
い
う
記
述
と
、
す
で
に
言
及
し
た
詩
『
ラ
マ
ル
ク
』
の
最
終
連
と
は
著
し
く
類
似
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

時
系
列
の
一
貫
性
や
、
因
果
関
係
に
基
づ
く
展
開
が
ご
く
微
弱
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
お
い

て
、
複
数
の
主
題
系
は
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
相
互
関
係
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
。
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
と
マ
ル
の
言
語 

理
論
は
、
詩
人
の
生
＝
言
語
（
文
化
）
の
源
泉
へ
の
遡
行
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
こ
の
作
品
に
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

視
覚
に
つ
い
て

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
お
い
て
、
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
、
マ
ル
の
言
語
理
論
と
文
化
史
観
と
と
も
に
大
き
な
主
題
系

を
な
し
て
い
る
の
は
、
視
覚
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
系
列
に
属
す
る
記
述
は
、
お
も
に
「
モ
ス
ク
ワ
河
岸
地
区
」
と
「
フ

ラ
ン
ス
人
た
ち
」
の
章
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
シ
ニ
ャ
ッ
ク
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
マ
チ
ス
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
フ

ラ
ン
ス
印
象
派
の
小
冊
子
や
絵
画
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
こ
こ
で
検
討
す
る
こ
と
は
紙
数
の
関
係
で
避

け
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
系
列
で
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
何
を
語
ろ
う
と
し
、
そ
れ
が
他
の
主
題
系
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を

切
り
結
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
最
小
限
で
あ
れ
、
検
証
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
「
モ
ス
ク
ワ
河
岸
地
区
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
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課
題
が
解
決
さ
れ
る
の
は
、
紙
の
上
や
因
果
性
の
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
の
中
で
は
な
く
、
生
き
た
印
象
派
的

な
環
境
の
な
か
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
マ
ネ
と
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
空
気
と
光
と
栄
光
の
殿
堂
に
お
い
て
で
あ
る
。
�

　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
の
詳
細
な
考
証
�

よ
り
も
半
世
紀
以
上
前
に
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
お
そ
ら
く
直
感
的

に
と
は
い
え
、
印
象
派
絵
画
が
人
間
に
も
た
ら
し
た
視
覚
の
変
容
の
意
義
を
把
握
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
章
で

も
す
で
に
言
及
し
た
フ
ロ
レ
ン
ス
キ
ー
の
「
逆
遠
近
法
」
に
よ
れ
ば
、
西
欧
の
絵
画
は
幾
何
学
的
な
空
間
把
握
と
、
人
間

の
注
意
や
関
心
と
い
っ
た
も
の
の
視
覚
か
ら
の
排
除
を
前
提
と
し
て
い
た
。
一
九
一
九
年
の
「
逆
遠
近
法
」
に
は
フ
ラ
ン

ス
印
象
派
へ
の
言
及
は
な
い
け
れ
ど
も
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
世
界
に
対
す
る
視
覚
の
優
位
と
、
心
理
的
な
要
素
も
含

め
た
そ
の
動
態
性
の
契
機
を
、
こ
の
潮
流
の
う
ち
に
見
い
だ
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
フ
ラ
ン
ス
人
た

ち
」
の
章
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

音
響
を
有
し
、
形
象
の
価
値
を
増
強
し
、
自
分
の
達
成
を
感
情
的
に
腹
立
た
し
い
ま
で
に
増
幅
す
る
と
同
時
に
、

そ
の
腹
立
た
し
さ
を
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
の
よ
う
に
あ
や
し
て
し
ま
う
眼
と
い
う
こ
の
器
官
は
、
微
妙
な
酸
反
応

で
絵
を
み
ず
か
ら
の
立
ち
位
置
に
ま
で
高
め
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
絵
画
は
統
覚
す
な
わ
ち
外
的
な
も
の
の
受
容

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
は
る
か
に
内
分
泌
的
な
現
象
で
あ
る
か
ら
だ
。�

　

視
覚
と
言
語
行
為
と
い
う
違
い
は
あ
れ
、
表
象
行
為
は
外
的
な
刺
激
の
受
動
的
な
受
容
で
は
な
く
、
む
し
ろ
表
象
主
体
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に
よ
る
能
動
的
な
再
構
築
の
営
為
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
こ
の
一
節
に
、
私
た
ち
は
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
に
お
け

る
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
―
「
目
的
論
的
な
温
も
り
に
よ
っ
て
世
界
を
暖
め
る
こ
と
」
の
反
響
を
あ
き
ら
か
に
見
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
中
の
視
覚
に
関
す
る
記
述
に
は
、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
と
は
微
妙
に
異

な
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
主
客
の
間
に
優
劣
を
は
ら
ん
だ
緊
張
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

旅
行
者
で
あ
る
眼
は
、
自
分
の
大
使
委
任
状
を
意
識
に
委
ね
る
。
そ
の
と
き
、
見
る
者
と
絵
画
の
間
に
は
、
何
か

外
交
機
密
の
よ
う
な
、
冷
た
い
契
約
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。�

　

日
常
的
な
範
疇
の
別
を
認
め
な
い
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
詩
学
で
は
、
鑑
賞
者
と
絵
画
の
間
の
力
関
係
を
語
っ
て
い
る

こ
の
一
節
は
、
基
本
的
に
は
そ
の
ま
ま
視
覚
主
体
（
人
間
）
と
そ
の
客
体
（
世
界
）
の
関
係
に
も
該
当
す
る
。
こ
こ
で

は
、
視
覚
主
体
と
客
体
の
関
係
は
、「
温
も
り
」
と
は
正
反
対
の
「
冷
た
い
」、
す
な
わ
ち
緊
張
を
は
ら
ん
だ
対
峙
的
な
も

の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。

　

問
題
は
、
他
の
主
題
系
に
お
い
て
も
、「
視
覚
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
と
世
界
の
関
係
が
「
冷
た
い
」
も
の

と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。
も
し
両
者
の
関
係
が
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
お
い
て
一
貫
し
て
「
冷
た
い
」

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
は
、
人
間
が
自
分
を
囲
繞
し
て
い
る
敵
対
的
な
世
界
を
超

克
し
、
変
容
す
る
営
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
フ
ロ
レ
ン
ス
キ
ー
、
そ
し
て
マ
ン
デ
リ
シ

タ
ー
ム
自
身
も
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
等
の
論
考
で
批
判
し
た
、
主
客
の
峻
別
を
前
提
と
す
る
西
欧
近
代
の
世
界
観

と
ど
れ
ほ
ど
も
違
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
あ
る
い
は
逆
に
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
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が
世
界
に
対
す
る
人
間
の
力
の
行
使
を
意
味
し
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
最
後
に
「
ア
ル
メ
ニ
ア
」
と
い
う
主
題
系
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

牽
引
（tiaga

）

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
お
い
て
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
物
質
で
あ
れ
記
憶
で
あ
れ
、
過
去
の
痕
跡
が
地
層
の
よ
う
に
集
積

し
た
場
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
冒
頭
の
章
「
セ
ヴ
ァ
ン
」
で
は
、
古
代
民
族
の
埋
葬
跡
が
発
見
さ
れ
、
甕
と

人
骨
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
い
う
考
古
学
的
発
見
へ
の
言
及
が
あ
る
。
こ
の
章
で
は
ま
た
ア
ル
メ
ニ
ア
の
湖
に
浮
か
ぶ
セ

ヴ
ァ
ン
島
が
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
島
全
体
に
、ホ
メ
ロ
ス
風
に
、辺
境
民
族
の
巡
礼
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
残
滓
で
あ
る
黄
色
い
骨
が
撒
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

島
は
そ
の
ほ
か
に
も
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
な
い
墓
の
火
の
よ
う
に
赤
い
石
板
に
文
字
ど
お
り
舗
装
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
ら
の
墓
石
は
ま
だ
立
っ
て
い
た
り
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
た
り
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

あ
る
い
は
ま
た
『
ア
ル
メ
ニ
ア
詩
篇
第
七
編
』
で
は
、
こ
の
地
を
よ
ぎ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
明
の
残
滓
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

廃
墟
で
は
な
い
、
い
や
そ
う
で
は
な
く
て
、
力
強
い
環
円
状
の
森
の
伐
採
跡
だ
。

獣
の
よ
う
で
寓
話
的
な
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
樫
の
木
が
倒
さ
れ
た
あ
と
の
、
錨
の
よ
う
な
か
た
ち
を
し
た
切
り
株
だ
。
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略
奪
品
を
取
り
扱
う
異
教
の
店
の
商
品
の
よ
う
に
、
柱
冠
の
石
製
羅
紗
の
反
物
だ
。

鳩
の
卵
の
よ
う
な
葡
萄
の
粒
、
羊
の
角
の
渦
巻
模
様
、

そ
し
て
ヴ
ィ
ザ
ン
ツ
に
よ
っ
て
ま
だ
汚
さ
れ
て
い
な
い
、
梟
の
羽
根
を
持
ち
、
毛
を
逆
立
て
て
い
る
鷲
。�

　

ア
ル
メ
ニ
ア
は
ま
た
「
書
物
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
セ
ヴ
ァ
ン
」
の
章
で
は
、
河
口
に
押

し
寄
せ
る
魚
の
群
れ
が
「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
版
聖
書
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
止
む
こ
と
の
な
い
私
の
夢
」
と
し

て
「
古
文
書
館
の
初
版
本
室
に
座
る
こ
と
」
と
「
渇
望
し
て
や
ま
ぬ
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
旅
」
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所

も
あ
る
。『
ア
ル
メ
ニ
ア
詩
篇
第
十
三
編
』
は
、
文
字
通
り
書
物
と
し
て
の
大
地
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

瑠
璃
色
と
粘
土
、
粘
土
と
瑠
璃
色

他
に
ま
だ
何
か
入
り
用
な
の
か
？
む
し
ろ
目
を
細
め
よ

近
視
の
シ
ャ
ー
が
ト
ル
コ
石
の
指
輪
を
見
る
と
き
の
よ
う
に

響
き
渡
る
粘
土
の
書
物
、
大
地
の
書
物
、

膿
ん
だ
書
物
、
粘
土
の
道
を
見
る
と
き
の
よ
う
に
、

そ
の
道
の
音
楽
と
言
葉
に
よ
っ
て
、
な
ん
と
私
た
ち
は
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。�

　

こ
の
よ
う
に
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
よ
っ
て
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
過
去
の
痕
跡
が
集
積
し
た
地
層
、
し
た
が
っ
て
基
底
ま

で
掘
り
至
る
べ
き
大
地
、
ま
た
読
み
解
か
れ
る
べ
き
書
物
と
し
て
表
象
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
、
こ
こ
ま
で
に
見
て
き
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た
「
進
化
の
階
梯
の
下
降
」、「
ロ
シ
ア
語
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
語
へ
の
遡
行
」、「
視
覚
に
よ
る
世
界
の
変
容
」
と
い
っ
た
他

の
主
題
系
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
に
と
っ
て
生
（
そ
れ
が
詩
人

に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
文
化
と
同
義
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
）
の
源
泉
へ
の
遡
行
（
そ
れ
が
詩
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん

ど
表
象
と
同
義
で
あ
る
こ
と
も
既
に
述
べ
た
）
と
は
、
主
体
で
あ
る
詩
人
が
自
分
の
恣
意
に
よ
っ
て
対
象
を
再
構
築
す
る

営
為
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、「
牽
引
」
を
意
味
す
るtiaga 

と
そ
の
派
生
語
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
［
…
］
私
た
ち
は
み
な
巨
大
な
発
生
学
的
体
験
の
担
い
手
で
あ
る
。
想
起
す
る
過
程
は
記
憶
と
い
う
努
力
の
勝
利
を
冠

し
、
成
長
と
い
う
現
象
と
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
。
顔
の
輪
郭
、
特
徴
の
半
ば
、
響
き
の
半
ば
、
名
前
の
末
尾
、
唇
の
、
あ

る
い
は
口
蓋
的
な
何
か
、
舌
の
う
え
の
甘
美
な
水
玉
は
萌
芽
や
胎
芽
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
自
分
の
う
ち
か
ら
発
達
す
る

の
で
は
な
く
、
た
だ
招
き
（priglashen'e
）
に
応
え
、
待
望
（ozhidanie

）
を
正
当
化
し
つ
つ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
伸
長

し
て
い
く
の
で
あ
る
（navstrechu vytiagivaetsia
）。�

　

や
や
難
解
な
こ
の
一
節
は
、
想
起
と
い
う
、
過
去
（「
顔
の
輪
郭
、
特
徴
の
半
ば
、
響
き
の
半
ば
、
名
前
の
末
尾
」）
を

表
象
す
る
営
為
（「
唇
の
、
あ
る
い
は
口
蓋
的
な
何
か
、
舌
の
う
え
の
甘
美
な
水
玉
」）
を
、
植
物
の
成
長
す
な
わ
ち
生
の

展
開
と
同
一
視
し
て
い
る
の
だ
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
過
去
の
想
起
も
生
物
の
成
長
も
、
そ
の
主
体
の
恣
意
に
よ
る
営
為

と
見
な
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
（「
自
分
の
う
ち
か
ら
発
達
す
る
の
で
は
な
く
」）。
そ
れ
は
何
も
の
か
の
招
き
、

173 



待
望
に
対
す
る
応
答
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
は
そ
の
何
も
の
か
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
（tiagivaetsia

）、
そ
れ
に
応
え
る
か

た
ち
で
自
分
の
う
ち
か
ら
出
て
（vy-

）
行
く
の
で
あ
る
。

　

似
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
進
化
論
の
主
題
系
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

誰
も
、
名
う
て
の
機
械
技
師
で
あ
っ
て
さ
え
、
有
機
体
の
成
長
を
外
的
環
境
の
変
わ
り
や
す
さ
の
結
果
で
あ
る
な

ど
と
は
見
な
さ
な
い
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
厚
か
ま
し
い
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
環
境
は
有
機
体
を
成
長
へ
と
た
だ

招
く
（priglashaet

）
だ
け
だ
。［
…
］

　

そ
う
い
う
わ
け
で
有
機
体
は
環
境
に
と
っ
て
あ
り
う
べ
き
こ
と
、
願
望
さ
れ
る
も
の
、
期
待
さ
れ
る
も
の

（ozhidaem
ost’

）
な
の
で
あ
る
。
有
機
体
に
と
っ
て
環
境
は
招
く
力
（priglashaiusshaia sila

）
で
あ
る
。
外
皮
と
言

う
よ
り
も
呼
び
か
け
な
の
で
あ
る
。�

　

こ
れ
は
直
接
に
は
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
を
論
じ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
鈴
木
正
美
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
マ
ル

ク
は
主
要
な
進
化
の
要
因
と
し
て
の
生
物
の
独
自
性
を
ま
っ
た
く
認
め
ず
、
生
物
の
体
の
内
外
に
一
貫
し
て
い
る
普
遍
的

な
物
理
法
則
が
生
物
を
動
か
す
と
い
う
立
場
だ
っ
た
�
。
生
物
の
意
志
が
そ
の
進
化
を
促
す
と
彼
が
考
え
て
い
た
と
い
う

今
日
で
も
根
強
い
誤
解
と
は
裏
腹
に
、
ラ
マ
ル
ク
は
「
諸
環
境
は
動
物
の
形
態
及
び
体
制
に
影
響
を
及
ぼ
す
」、
よ
り
具

体
的
に
言
え
ば
「
環
境
の
大
き
な
変
化
が
、
動
物
に
対
し
て
そ
の
必
要
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
必
要
に
お

け
る
こ
の
変
化
が
、
必
然
的
に
そ
の
行
為
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
」�
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

引
用
部
の
記
述
を
見
る
か
ぎ
り
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
ラ
マ
ル
ク
の
こ
の
よ
う
な
見
解
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
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る
。
事
実
、
詩
人
は
こ
れ
に
続
く
箇
所
で
、
遡
行
＝
表
象
す
る
主
体
を
指
揮
者
に
擬
え
た
比
喩
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
も
指
揮
者
は
「
音
の
物
理
的
な
原
因
で
は
な
い
」。「
指
揮
者
が
指
揮
棒
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
テ
ー
マ
を
引
き
出
す

（vytiagivaet

）
と
き
」、
音
は
「
交
響
曲
の
楽
譜
や
演
奏
者
の
自
発
的
な
取
り
決
め
に
、
ホ
ー
ル
の
人
の
多
さ
に
、
楽
器

の
構
造
の
う
ち
に
、
既
に
所
与
の
も
の
と
し
て
あ
る
」�
。

　

生
＝
文
化
の
源
泉
へ
の
遡
行
＝
表
象
と
い
う
営
為
を
表
す
た
め
に
、
諸
々
の
主
題
系
が
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
並
置
さ
れ
て

い
る
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
に
お
い
て
、
人
間
の
遡
行
＝
表
象
行
為
は
、
そ
の
主
体
の
恣
意
や
自
発
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。
と
言
う
よ
り
も
、
恣
意
や
自
発
そ
れ
自
体
が
環
境
＝
世
界
に
潜
在
的
に
既
に
在
る
法
則
の
実
現
の
一
端
な
の
だ
。
マ

ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
、
世
界
の
側
か
ら
の
「
招
き priglashen'e

」「
待
望 ozhidanie

」
あ
る
い
は

「
牽
引 tiaga

」
と
呼
び
、
そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
側
の
応
答
を vytiagivatsia

、
直
訳
す
る
と
「
牽
引
さ
れ
て
外
に
出
て

行
く
」
と
い
う
動
詞
で
言
い
表
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
語
に
対
す
る
詩
人
の
志
向
と
愛
着
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

　

磨
耗
す
る
こ
と
の
な
い
ア
ル
メ
ニ
ア
語
は
、
石
の
靴
だ
。
壁
の
よ
う
に
分
厚
い
言
葉
、
半
母
音
の
な
か
の
空
気
の

間
層
が
魅
力
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
だ
が
［
こ
の
言
語
の
］
魅
惑
の
す
べ
て
は
、
た
だ
そ
の
こ
と
に
だ
け

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
い
や
違
う
！
こ
の
牽
引
（tiaga
）
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
？
ど
う
説
明
を
つ
け
、
理
解
す
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
？
�

　

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
語
へ
の
固
着
も
ま
た
、
詩
人
の
自
発
的
な
恣
意
で
は
な
く
、
言
語
の
側
か
ら
の
牽
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引
の
実
現
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。

ア
ル
メ
ニ
ア
―
牽
引
す
る
ト
ポ
ス

　

す
で
に
何
度
も
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
で
は
、
諸
主
題
系
の
並
列
が
基
本
的
な
構
成
原
理
で

あ
る
た
め
に
、
遡
行
＝
表
象
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
時
系
列
が
錯
綜
す
る
な
か
で
少
し
ず
つ
変
奏
さ
れ
な
が
ら
、
く
り
返
し
立

ち
現
れ
て
く
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
に
は
内
的
な
論
理
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ッ
ト
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
、
あ
る

種
の
展
開
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
冒
頭
の
章
「
セ
ヴ
ァ
ン
」
で
ア
ル
メ
ニ
ア
が
基
底
ま
で
掘
り
起
こ
さ
れ
、
読
み
解
か
れ
る
べ
き

も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
詩
人
の
語
り
は
そ
の
後
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
と
マ
ル
の
言
語
理

論
、
過
去
の
記
憶
、
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
絵
画
、
博
物
学
と
く
に
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
な
ど
を
彷
徨
す
る
が
、
末
尾
の
二
章

「
ア
シ
ュ
タ
ラ
ク
」
と
「
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
」
で
ア
ル
メ
ニ
ア
の
主
題
へ
と
立
ち
戻
っ
て
く
る
。

　

テ
ク
ス
ト
の
導
入
部
と
最
終
部
と
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
表
象
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
導
入
部
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア

は
読
み
解
か
れ
る
の
を
受
動
的
に
待
つ
静
態
的
な
集
積
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
系
を
経
る
過

程
で
「
牽
引
」
の
問
題
を
意
識
化
し
た
後
、「
ア
シ
ュ
タ
ラ
ク
」
の
章
で
ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う
主
題
に
再
び
立
ち
戻
っ
た

と
き
、
詩
人
の
中
に
は
新
た
な
感
覚
が
生
じ
て
い
る
。

　

私
は
自
分
の
中
に
第
六
の
―
「
ア
ラ
ラ
ト
的
」
で
も
呼
ぼ
う
か
―
感
覚
を
育
ん
だ
。
山
に
よ
る
引
力
の
感
覚

（chuvstvo pritiazheniia goroi

）
で
あ
る
。
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た
と
え
今
、
私
が
ど
こ
へ
押
し
流
さ
れ
よ
う
と
も
、
こ
の
感
覚
は
既
に
思
弁
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
残

る
こ
と
だ
ろ
う
。�

　

こ
の
よ
う
な
世
界
感
覚
は
、
最
終
章
「
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
語
り
直
さ
れ
て
い
る
。

　

お
前
は
ど
の
よ
う
な
時
制
の
中
で
生
き
た
い
と
思
う
か
？

　

―
私
は
「
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
命
令
的
な
未
来
受
動
分
詞
の
中
で
生
き
た
い
と
願
う
。

　

そ
の
よ
う
に
私
は
呼
吸
し
た
い
。
そ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
私
は
気
に
入
っ
て
い
る
の
だ
。［
…
］
栄
光
あ
る
ラ
テ
ン

語
のgerundivum

 

―
こ
の
馬
に
ま
た
が
っ
た
動
詞
。

　

そ
う
な
の
だ
、
ラ
テ
ン
の
天
才
が
若
く
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
て
い
た
と
き
、
命
令
的
な
動
詞
の
牽
引
（tiaga

）
の
か
た
ち

を
、
私
た
ち
の
す
べ
て
の
文
化
の
原
型
と
し
て
創
出
し
た
の
で
あ
る
［
…
］。�

　

未
来
に
お
い
て
「
～
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
命
題
、
あ
ら
か
じ
め
在
る
原
型
と
し
て
の
必
然
へ
向
け
て
の
運
動
。
マ
ン

デ
リ
シ
タ
ー
ム
は
こ
こ
で
、
生
＝
世
界
の
す
べ
て
を
運
動
と
見
な
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
よ
り
も
、
運
動
の
根
底
に
静
態
的
な

イ
デ
ア
を
想
定
し
て
い
た
ロ
ス
キ
ー
の
方
に
近
づ
い
て
い
る
が
、
世
界
の
招
き
（tiaga

）
に
応
じ
て
動
い
て
い
く
あ
り
方

を
ラ
テ
ン
語
の
未
来
受
動
分
詞
に
託
し
て
切
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
が
そ
の
よ
う
に
動
く
と
き
、
静
止
し
て
い
た
と

き
と
は
、
世
界
は
ま
っ
た
く
異
な
る
姿
で
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。
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最
終
章
「
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
」
で
「
私
」
は
エ
リ
ヴ
ァ
ニ
（
現
エ
レ
ヴ
ァ
ン
）
を
出
て
、
近
郊
の
山
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
（
現

ア
ラ
ガ
ツ
）
へ
と
登
っ
て
行
く
。
こ
れ
は
詩
人
に
と
っ
て
、
ラ
マ
ル
ク
に
よ
る
進
化
の
階
梯
の
下
降
や
、
マ
ル
に
と
っ

て
の
ヤ
フ
ェ
ト
語
と
同
じ
意
義
を
持
つ
行
為
で
あ
る
。「
私
」
は
「
山
に
よ
る
引
力
の
感
覚
」
に
導
か
れ
て
、
登
っ
て
行

く
。
エ
リ
バ
ニ
の
ホ
テ
ル
の
五
階
の
自
室
か
ら
見
て
い
た
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
は
「
私
に
は
一
枚
岩
の
峰
の
よ
う
に
見
え
て
い

た
」。
だ
が
エ
リ
バ
ニ
を
出
て
、
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
の
頂
に
続
く
道
に
踏
み
入
っ
た
と
き
、
山
は
「
真
の
」
姿
を
詩
人
に
示

し
始
め
る
。

実
際
に
は
そ
れ
（
ア
ラ
ギ
ョ
ー
ズ
）
は
褶
曲
構
造
で
、
し
だ
い
に
発
達
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。
登
る
に
つ
れ
て
、
閃

緑
岩
の
地
層
の
手
風
琴
が
、
ア
ル
プ
ス
の
輪
舞
曲
の
よ
う
に
旋
回
す
る
の
だ
っ
た
。�

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
は
、「
山
に
よ
る
引
力
」
を
感
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
「
私
」
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
側
か
ら

の
牽
引
を
感
受
し
、
そ
れ
に
応
え
て
動
い
て
行
く
と
い
う
、
相
方
向
的
な
境
地
に
達
す
る
場
面
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
人
間
と
世
界
と
の
親
縁
性
・
同
源
性
の
主
張
と
よ
く
対
応
し
て
お
り
、
ま

た
た
と
え
ば
ラ
マ
ル
ク
進
化
論
の
主
題
に
関
し
て
詩
人
が
使
っ
た
表
現
を
用
い
る
な
ら
、
有
機
体
が
環
境
の
「
招
く
力
」

「
呼
び
か
け
」
に
応
え
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
と
、
ひ
と
続
き
の
営
為
な
の
で
あ
る
。

　
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
』
で
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
至
っ
た
相
互
牽
引
の
詩
学
を
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
か
。
詩
人

の
立
場
に
寄
り
添
っ
て
、
肯
定
的
に
評
価
す
る
ジ
ェ
ー
ン
・
ハ
リ
ス
の
よ
う
な
見
解
も
あ
る
一
方
で
�
、
こ
れ
を
オ
リ
エ
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ン
タ
リ
ズ
ム
の
一
形
態
と
捉
え
る
ワ
フ
テ
ル
の
よ
う
な
研
究
者
も
い
る
�
。
ワ
フ
テ
ル
は
、「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て
」
で

マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
ロ
シ
ア
語
こ
そ
過
去
の
総
体
で
あ
り
、
実
体
で
あ
る
と
見
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
、『
ア
ル
メ
ニ

ア
紀
行
』
に
お
け
る
「
私
」
の
目
的
論
的
営
為
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
親
和
化
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
コ
ー
カ
サ
ス
併
合
と

同
型
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
側
に
感
じ
た
「
牽
引
」
が
、
結
局
は
詩
人
の
意

識
に
お
け
る
想
定
で
あ
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
他
者
性
を
忘
却
し
て
、
こ
れ
を
吸
収
す
る
（absorb

）
た
め
の
装
置
で
あ
る

と
し
て
、
批
判
し
て
い
る
。

　

た
し
か
に
ワ
フ
テ
ル
の
批
判
は
、
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
と
共
に
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
少
な

く
と
も
主
観
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
思
考
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
ち
が
い
な
い
。
彼
は
『
ア
ル
メ
ニ
ア
紀

行
』
が
発
表
さ
れ
た
頃
に
は
す
で
に
、
自
分
の
詩
学
を
新
た
な
対
象
に
即
し
て
書
き
始
め
て
い
た
が
、
そ
の
対
象
と
は
ダ

ン
テ
の
『
神
曲
』
―
地
獄
と
煉
獄
と
天
国
を
め
ぐ
る
詩
人
の
「
紀
行
」
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

１ 

ナ
デ
ー
ジ
ダ
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
『
流
刑
の
詩
人
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
』（
木
村
浩
・
川
崎
隆
司
訳
、
新
潮
社
、
一
九 

八
〇
年
）
二
六
六
ペ
ー
ジ
。

２ 

同
前
、
一
八
七
ペ
ー
ジ
。

３ 

以
上
の
記
述
は
、A

ndrew
 W

achtel, “Voyages of Escape, Voyages of D
iscovery: Transform

ations of the Travelogue”, in 
B. G

asparov, R. P. H
aughes &

 I. Paperno (eds..), Cultural M
ythologies of Russian M

odernism
: From

 the G
olden Ages to the 

Silver Age, U
niv. of California Press, 1992, pp. 128-131. 

に
拠
る
。

４ M
arietta Shaginian, Sovetskoe Zakavkaz’e: ocherki. 1922-1930 (1931, L.-M

.). 

ち
な
み
に
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
一
九
五
二
年

に
は
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行 Puteshestvie po sovetskoi Arm

enii

』
と
題
す
る
本
も
出
版
し
て
い
る
。
序
文
に
続
い 

て「
入
国 V

'ezd v stranu

」の
章
で
始
ま
る
こ
の
本
は
、題
名
ど
お
り
、ほ
ぼ「
旅
行
記 puteshestvie

」の
約
束
事
を
遵
守
し
て
い
る
。
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５ 

『
流
刑
の
詩
人
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
』
一
九
七
ペ
ー
ジ
。

６ 

同
前
、
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。

７ 
「
文
学
新
聞
」、「
プ
ラ
ウ
ダ
」、
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
批
判
文
の
引
用
は
、O. E. M

andel’shtam
, Sochineniia. V 2-kh tom

akh. T.2 
(1990, M

.), pp. 420-421.

に
基
づ
く
。
な
お
本
章
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
翻
訳
は
、
特
に
言
及
の
な
い
場
合
は
著
者
に
よ
る
。

８ 
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
と
そ
の
周
辺
の
ヴ
ェ
ル
ト
フ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
中
村
唯
史
「
事
実
と
記
録
の
あ
い
だ
―
ロ
シ
ア

／
ソ
連
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
め
ぐ
る
言
説
と
実
践
に
つ
い
て
」、
高
橋
和
・
中
村
・
山
崎
彰
編
『
映
像
の
中
の
冷
戦
後
世
界

―
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
・
東
欧
研
究
と
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
』（
二
〇
一
三
年
、
山
形
大
学
出
版
会
）
一
五
―
一
九
ペ
ー
ジ
を
参

照
さ
れ
た
い
。

９ 

本
章
の
「
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、O

. E. M
andel’shtam

. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom
akh. Tom

 vtoroi: 
proza (1991, M

.), pp. 137-176. 

を
底
本
と
す
る
。「
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
」
は
、
既
述
の
と
お
り
、『
ズ
ヴ
ェ
ズ
ダ
ー Zvezda

』
誌

一
九
三
三
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
検
閲
と
自
己
検
閲
を
経
た
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
た
め
、
詩
人
の
生
前
に
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。「
ア
ル
メ
ニ
ア
紀
行
」
が
、
未
発
表
の
草
稿
等
も
含
め
、
ほ
ぼ
詩
人
の
意
図
に
沿
う
と
思
わ
れ
る
か
た
ち
で
再
び
日
の
目
を
見

た
の
は
、粛
清
の
対
象
と
な
っ
て
三
八
年
に
収
容
所
で
病
死
し
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
名
誉
回
復
さ
れ
た
後
の
一
九
六
七
年
、『
文

学
ア
ル
メ
ニ
ア Literaturnaia A

rm
eniia

』
誌
の
三
月
号
だ
っ
た
。
底
本
の
テ
ク
ス
ト
は
こ
の
版
に
拠
っ
て
い
る
。

⓾ 

『
流
刑
の
詩
人
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
』
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。

⓫ O
. E. M

andel’shtam
, “Chetvertaia proza”. M

andel’shtam
. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom

akh. Tom
 vtoroi: proza (1991, 

M
.), pp. 183-184.

⓬ 

『
流
刑
の
詩
人
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
』
二
六
六
ペ
ー
ジ
。

⓭ 

同
前
、
二
六
九
ペ
ー
ジ
。

⓮ 

「
言
葉
の
本
性
に
つ
い
て O

 prirode slov

」
の
底
本
は
、M

andel’shtam
 , Ibid, pp. 241- 259. 

日
本
語
訳
は
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム

『
言
葉
と
文
化 

ポ
エ
ジ
ー
を
め
ぐ
っ
て
』（
斉
藤
毅
訳
、
水
声
社
、
一
九
九
九
年
）
六
五
―
一
〇
五
ペ
ー
ジ
に
拠
る
。
一
部
改
変
す

る
場
合
も
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
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⓯ J. G
. H

arris, “M
andelstam

ian ZLO
ST’, Bergson, and a N

ew
 A

cm
eist Esthetic? ”, U

lbandus Review, vol.2, no.2 (Fall, 1982),  
p. 115.

⓰ 
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
（
下
）』（
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
二
年
）
一
二
二
ペ
ー
ジ
。

⓱ 

「
言
葉
と
文
化 Slovo i kul’tura

」の
底
本
は
、Mandel’shtam

. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom
akh. Tom

 vtoroi: proza (1991, 
M

.),  pp. 222-227. 

日
本
語
訳
は
前
掲
書
『
言
葉
と
文
化
』
一
五
―
三
二
ペ
ー
ジ
。

⓲ 

御
子
柴
道
夫
『
ロ
シ
ア
宗
教
思
想
史
』（
成
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、「
受
肉
の
ド
グ
マ
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。 

「
人
間
は
そ
の
構
造
の
点
で
神
化
へ
と
ま
ね
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
間
内
部
で
の
神
化
の
成
就
を
と
お
し
て
、
全
被
造
物
が
意

味
を
獲
得
し
変
容
す
る
た
め
で
あ
る
。
神
の
側
か
ら
の
肉
化
と
人
間
の
側
か
ら
の
神
化
は
、
接
合
し
た
動
き
で
あ
る
。
神
は
、
人

間
へ
の
そ
の
愛
に
よ
っ
て
、
人
間
と
な
り
人
化
す
る
。
そ
し
て
人
間
も
、
神
へ
の
そ
の
愛
を
と
お
し
て
、
恩
寵
に
よ
り
神
と
な
り

神
化
す
る
」（
二
八
ペ
ー
ジ
）。

⓳ Pavel Florenskii, “O
bratnaia perspektiva”. 

日
本
語
訳
に
、
フ
ロ
レ
ン
ス
キ
イ
『
逆
遠
近
法
の
詩
学
』（
桑
野
隆
・
西
中
村
浩
・

高
橋
健
一
郎
訳
、
水
声
社
、
一
九
九
八
年
）
一
一
―
一
一
一
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

⓴ 

ナ
デ
ー
ジ
ダ
夫
人
は
、マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
が
一
九
一
九
年
ご
ろ
、フ
ロ
レ
ン
ス
キ
ー
に
傾
倒
し
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。『
流

刑
の
詩
人
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
』
二
四
九
ペ
ー
ジ
。

㉑ Thom
as Seifrid, The W

ord M
ade Self: Russian W

ritings on Language, 1860-1930, Cornell U
niversity Press, 2005.

㉒ 

二
〇
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
受
容
に
つ
い
て
は
、Frensis N

eterkott, Filosofskaia vstrecha: Bergson v 
Rossii (1907-1917), (2008, M

.)

に
詳
し
い
。

㉓ 

ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進
化
』（
真
方
敬
道
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
）
二
一
四
ペ
ー
ジ

㉔ N
. O

. Losskii, “N
edostatki gnoseologii Bergsona i vliianie na ego m

etafiziku”, Voprosy filosofii i psikhologii, no.118,1913, 
pp. 224-235. 

㉕ 

ロ
ス
キ
ー
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
観
に
つ
い
て
は
、
北
見
諭
「
持
続
と
イ
デ
ア
―
ロ
ー
ス
キ
ー
の
形
而
上
学
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ
ン

と
プ
ラ
ト
ン
」、『
プ
ラ
ト
ン
と
ロ
シ
ア 

Ⅱ
』（
㉑
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
の
構
築
」
研
究
報
告
集 

N
o. 20

、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）、
六
六
―
八
四
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
。
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㉖ O
. M

andel’shtam
. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom

akh. Tom
 chetvertyi: pis’m

a (1997, M
.), p. 149.

㉗ M
andel’shtam

. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom
akh. Tom

 vtoroi: proza (1991, M
.), p. 164.

㉘ 

前
掲
『
創
造
的
進
化
』、
四
九
、八
〇
ペ
ー
ジ
。

㉙ O
sip M

andel’shtam
. Sochinenia v dvukh tom

akh. Tom
 vtoroi (1990, M

.), p.363.
㉚ M

andel’shtam
, 1991, M

., Tom
 tretii i chetvertyi, p. 133.

㉛ Ibid, p. 136.

㉜ Ibid, p. 162.

㉝ Ibid, p. 164.

㉞ 

ラ
マ
ル
ク
『
動
物
哲
学
』（
小
泉
丹
、
山
田
吉
彦
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四
年
）
一
二
二
―
一
八
七
ペ
ー
ジ
）。

㉟ M
andel’shtam

. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom
akh (1991, M

.), Tom
 vtoroi: proza, p. 164.

㊱ 

詩
『
ラ
マ
ル
ク
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、Ibid, Tom

 pervyi: stikhotvoreniia (1991, M
.), pp. 177-178. 

こ
の
詩
を
詳
細
に
分
析
し
た

論
考
に
、
鈴
木
正
美
「
進
化
『
ラ
マ
ル
ク
』
―
地
層
と
し
て
の
時
間
」、
同
『
言
葉
の
建
築
術
―
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
研
究
Ⅰ
』 

（
群
像
社
、
二
〇
〇
一
年
）
二
一
三
―
二
三
五
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
の
詩
の
日
本
語
訳
は
後
者
所
収
の
全
訳
に
よ
る
。
た
だ
し
一

部
改
変
。

㊲ 

前
掲
『
動
物
哲
学
』
二
二
六
―
三
二
一
ペ
ー
ジ
。

㊳ 

前
掲
『
創
造
的
進
化
』
一
〇
五
―
一
一
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
と
ク
ー
ジ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、 

“O
. E. M

andel’shtam
 i B

.S.K
uzin. M

aterialy iz A
rkhivov ”, Voprosy istorii estestvoznaniia i tekhniki, 1987, N

o.3, pp. 127-
144. 

他
を
参
照
せ
よ
。

㊴ 

『
ア
ル
メ
ニ
ア
詩
篇
第
三
編
』。
な
お
こ
の
詩
は
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
―
一
一
月
一
六
日
執
筆
と
の
記
載
が
末
尾
に
あ
る
。

M
andel’shtam

 (1991, M
.), Tom

 pervyi: stikhotvoreniia, p. 151.

㊵ 

「
一
九
三
〇
年
一
〇
月
、
チ
フ
リ
ス
に
て
」
と
の
奥
付
が
あ
る
無
題
の
詩
。Ibid, p. 156.

㊶ M
andel’shtam

. Sobranie sochinenii v chetyrekh tom
akh. Tom

 vtoroi: proza (1991, M
.), p. 170.

㊷ Ibid, p. 144.
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㊸ 

マ
ル
言
語
学
と
ヤ
フ
ェ
ト
学
派
に
つ
い
て
は
、Yuri Slezkine, “N
. Ia. M

arr and the N
ational O

rigins of Soviet Ethnogenetics”, 
Slavic Review, 55. N

o.4 (1996, W
inter), pp. 826-862, 

田
中
克
彦
「
革
命
の
言
語
学
―
マ
ル
は
戦
う
」、
同
『
言
語
の
思
想
・
国

家
と
民
族
の
こ
と
ば
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）、
七
一
―
八
五
ペ
ー
ジ
他
を
参
照
せ
よ
。

㊹ M
andel’shtam

. Tom
 vtoroi: proza (1991, M

.), p. 170-171.

㊺ Ibid, p. 139.

㊻ Ibid, p. 144.

㊼ “Iafeticheskii K
avkaz i tretii etnicheskii elem

ent v sozidanii sredizem
nom

orskoi kul’tury” in N. Ia. M
arr, Izbrannye raboty, 

tom
 pervyi (1933, L.), p. 119.

㊽ Ibid, p. 121.

㊾ 

一
例
と
し
て
田
中
、
前
掲
「
革
命
の
言
語
学
」
参
照
。

㊿ M
arr. “Iafeticheskii K

avkaz....” , p. 101.

� Ibid, p. 115.

� M
andel’shtam

. Tom
 vtoroi: proza (1991, M

.), pp. 144-145.

� B. M
. G

asparov, “Lam
ark, Shelling, M

arr (stikhotvorenie “Lam
ark” v kontekste “perelom

noi” epokhi), in G
asparov. 

Literaturnye leitm
otivy (1994, M

.), p. 205. 

� M
andel’shtam

. Tom
 vtoroi: proza (1991, M

.), p. 155.

� 

ジ
ョ
ナ
サ
ン・ク
レ
ー
リ
ー
『
観
察
者
の
系
譜
―
視
覚
空
間
の
変
容
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』（
遠
藤
知
巳
訳
、以
文
社
、二
〇
〇
五
年
）、

同
『
知
覚
の
宙
吊
り
―
注
意
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
、
近
代
文
化
』（
岡
田
温
司
監
訳
、
石
谷
治
寛・大
木
美
智
子・橋
本
梓
訳
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
五
年
）。

� M
andel’shtam

. Tom
 vtoroi: proza (1991, M

.), p. 161.

� Ibid, p. 162.

� Ibid, p. 138.

� M
andel’shtam

 (1991, M
.), Tom

 pervyi: stikhotvoreniia, p. 153.
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� Ibid, p. 155.

� M
andel’shtam

. (1991, M
.),Tom

 vtoroi: proza, p. 155

� Ibid, p. 164.
� 
鈴
木
正
美
、
前
掲
論
文
、
二
二
五
ペ
ー
ジ
。

� 
ラ
マ
ル
ク
、
前
掲
書
、
一
九
〇
ペ
ー
ジ
。

� M
andel’shtam

 Tom
 vtoroi: proza (1991, M

.), pp. 164-165.

� Ibid, p. 170.

� Ibid.

� Ibid, p. 172.

� Ibid, p. 173.

� Jane G
ary H

arris, “The Latin G
erundive as A

utobiographical Im
perative: A Reading of M

andel’shtam
’s Journey to 

A
rm

enia”, Slavic Review, vol. 45, no, 1 (1986), pp. 1-19.

� A
ndrew

 W
achtel, Ibid, p.142.
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